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は
じ
め
に

　本冊子は、『いじめ追跡調査 2010-2012』を中心に、本研究所のいじめに関する研究成果を、よりわ

かりやすい形で提供するために作成されました。

　昨年の夏以降、いじめの問題は日本全国のどの学校においても、最大の懸案事項になってきたと言え

るでしょう。今年になってからも、新たないじめ自殺は続いています。実際に、いじめが確認され、そ

の対応に苦慮している学校はもちろん、目立った行為が確認されていない学校においても、「いつ起き

るかわからない」「いつ深刻化するかわからない」という心配や不安が絶えないのではないでしょうか。

とりわけ、「何を、どのように行っていけばよいのか」「考えられる手立ては講じたものの、それでよい

のか」「どこまでやったら十分と言えるのか」等の疑問を拭いきれないのではないでしょうか。

　この冊子では、日々、学校現場でいじめ問題に取り組んでいる学校関係者に、正しい情報を知っても

らうとともに、正しく考えたうえで､ 正しい行動をしていただくことを願って、まとめられています。

必要なことをきちんと行っていただけるなら、いじめ問題が深刻な事態に至ることはありません。逆に、

誤った情報に基づいて誤った対応を繰り返していたのでは、次々に深刻ないじめが起きる可能性があり

ます。

　まずは、全教職員がいじめというものについて、きちんと理解することが大切です。そのうえで、す

べての児童生徒を対象にした全教職員による取組を行っていく。そうすることで、深刻ないじめをなく

していくことは可能です。この冊子に基づき、各学校でいじめ問題についての校内研修を行っていただ

くことをのぞんでやみません。

　平成 25 年７月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立教育政策研究所　生徒指導・進路指導研究センター　　　
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Ｑ『いじめ追跡調査 2004 − 2006』でも『いじめ追跡調査 2007 − 2009』でも、いわゆる「いじめられっ子（いじ

められやすい子ども）」や「いじめっ子（いじめやすい子ども）」はほとんど存在せず、多くの児童生徒が入れ替わ

りながらいじめに巻き込まれていることが示されました。今回も、同じことが言えるのでしょうか？

Ａ同じことが言えます。1996 年 1 月に出された文部大臣の緊急アピールでは、「深刻ないじめは、どの学校にも、ど

のクラスにも、どの子どもにも起こりうる」と明言されていますが、これは比喩的な表現でも誇張された表現でも

ありません。いわゆる「荒れた学校」や「問題のある学年」だけでいじめが起きているわけではありませんし、ほとんどの

児童生徒がいじめの被害者になりうること、また加害者にもなりうることが調査データによって確認されています。

　ここでは、特に、「どの子どもにも起こりうる」という表現が意味している実態がどのようなものなのかについて正しく

イメージしていただけるよう、図２を準備しました。これは、2010 年度に入学した中学１年生が中学３年生になるまでの

3 年間でどのように被害に遭うのかを、「仲間はずれ、無視、陰口」を例にとって追跡的に示したものです。基本的には、

巻末の 28 頁に示されている「問 5 ア」のデータと同じものですが、3 年間 6 回分のデータが揃っている生徒（714 名）の

みを対象としている点、男女合わせた数字で示されている点が異なります。

　まず、一番左の棒グラフを見てください。「中１：６月被害経験」という見出しの下に、「週に１回以上」「月に２〜３回」

「今までに１〜２回」「ぜんぜんなかった」という回答の分布が示されています。各マスの右上の小さな数字は実人数を示し

ています。そして、その右隣には「中１：11 月」という見出しがあり、その下に「今回（前回）」と書かれた２つの棒グラ

フを合わせた形で、「週に１回以上」「月に２〜３回」「今までに１〜２回」「ぜんぜんなかった」という回答の分布が示され、

やはり実人数が示されています。
　最初に「中１：６月」と「中１：11 月」の今回分（左側）の数字を見比べてみましょう。そこには、ほとんど同じよう

な数字が並んでいることがわかります。６月の「週に１回以上」の被害経験者 84 名に対し、11 月では 73 名とやや減ります。

しかし、「月に２〜３回」を見ると６月の 43 名に対し 11 月は 57 名、「今までに１〜２回」を見ると６月の 162 名に対し

11 月は 167 名とやや増加し、「ぜんぜんなかった」では６月が 425 名に対し 11 月が 417 名とやや減る、という具合です。

2010 年の６月と 11 月ですから、どの学校もクラス替えは行っていません。学年はもちろん、クラスも同じ時期ですから、

生徒同士の人間関係も大きくは変わらず、被害経験者の数も似た値を示すのは当然のように思われるかも知れません。

　しかし、そういった「思い込み」で数字を受け止めてはなりません。ほとんど同じような数字でありながら、その内訳は

■本当に、どの子どもにも起きうるのか？

(単位は「人数」。なお、図中の灰色部分は内訳を省略したことを示す。以下、同じ）

図２　2010 年度中学１年生の「仲間はずれ・無視・陰口」被害経験の３年間の推移
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Ｑ
中学校の発生実態については、よくわかりました。しかし、同じことは小学生についても言えるのでしょうか？　

また、小学４年生から中学３年生までの６年間では、どのような発生実態になるのでしょうか？

Ａ
最初に、2010 年度の小学４年生が６年生になるまでの３年間の傾向についてお示しします。中学校と同様に、「仲

間はずれ、無視、陰口」のデータで見ていくことにします。基本的には、被害経験については巻末の 24 頁、加害

経験については 26頁に示されているデータと同じものになります。ただし、3年間 6回分のデータが揃っている生徒（被

害経験は 707 名、加害経験は 703 名）のみを対象にしている点と、男女合わせた数字が示されている点が異なります。

　下の図４からわかるとおり、前頁に示した中学校の場合と似た結果であることがわかります。小学生の場合には、中学生

より被害経験も加害経験も多いことから、「ぜんぜんなかった」が 6回続いた児童も少なくなることが確認できます。被害

経験では 707 名中の 93 名（13.2％）、加害経験では 703 名中の 101 名（14.3％）となり、いじめを一部の「いじめっ子」

や「いじめられっ子」の問題であるかのように見ていくことは、小学校においても誤りであることがわかると思います。

　では、小学４年生からの６年間で見た場合にはどうでしょうか。前頁に示した中学生が小学４年生だった 2007 年から中

学 3年生になる 2012 年までの６年間 12 回分についてデータが揃っている 633 名（被害経験）と 628 名（加害経験）に

ついて示したのが、図 5のグラフです。まず、左の被害経験ですが、12回に渡って「週に 1回以上」の被害が継続した者

は０名で、実際にいたのは 11回被害が継続した１名（0.16%）でした。そして、12回とも経験がなかった者は 82名（12.9％）

となっています。また、右の加害経験でも、12回に渡って「週に 1回以上」の加害が継続した者、11回に渡って加害が継

続した者はともに０名、実際にいたのは 10 回加害が継続した２名（0.3%）でした。そして、12 回とも経験がなかった者

は 80名（12.7％）でした。

　ちなみに、2007 年度の小学 4年生が 6年生になるまでのデータについては、被害経験を巻末の 32頁に、加害経験を 34

頁に再録しています。参考までに小学校時代の 3年間の経験についてお示ししたのが、図６のグラフになります。小学校

■小学校や小学校からの追跡で、何が分かったのか？
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○ひどくぶつかる・叩く・蹴る
　男子の被害経験率が高い傾向が
窺えます。

　４年生から６年生にかけて、減
少する傾向が窺えます。

○金銭強要・器物損壊
　男女共に被害経験率は低いです
が、男子に多い傾向が窺えます。
　４年生から６年生にかけて、少
しずつ減少する傾向が窺えます。

○パソコン・携帯

　男女共に、最も被害経験率が低
い行為です。

　学年進行に伴うはっきりした傾
向は窺えません。
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■ 2010 年度　小学校４年生　いじめ被害経験率推移
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2.6	  	  

2.3	  	  
3.0	  	  

3.5	  	  
2.6	  	  0%	  

10%	  
20%	  
30%	  
40%	  
50%	  
60%	  
70%	  
80%	  
90%	  

100%	  

問６
ウ．
いじ
め加
害：
軽く
ぶつ
かる
・叩
く・
蹴る
	 

○仲
間は
ずれ
・無
視・
陰口

　男女共に加害経験率は高いです

が、やや女子に多い傾向が窺えま

す。

　この３年間に、大きな変動はあ

りませんが、全体の加害は男女と

も 2011
年夏と 2012

年夏が相対

的に高かったことが分かります。

頻度の高い加害に着目すると、男

子は 2012
年夏が高かったと言え

ます。女子は 2012
年秋が低かっ

たと言えます。

○か
らか
う・
悪口

　男女共に加害経験率は高いです

が、男子に多い傾向が窺えます。

　この３年間に、大きな変動はあ

りませんが、全体の加害は男子で

は 2011
年夏、女子では 2011

年

秋が相対的に高かったことが分か

ります。頻度の高い加害に着目

すると、男女共に 2012
年夏が高

かったと言えます。

○軽
くぶ
つか
る・
叩く
・蹴
る

　日本の場合、３番目に加害経験

率が高い行為ですが、他の国では

最も経験率が高いことの多い行為

と言えます。

　男子に多い傾向が窺えます。

　この３年間に、大きな変動はあ

りませんが、全体の加害は男子で

は 2010
年秋から 2012

年夏にか

けて、女子もほぼ同じ時期が相対

的に高かったことが分かります。

頻度の高い加害に着目すると、男

子は 2010
年夏、女子は 2012

年

夏が高かったと言えます。
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○ひ
どく
ぶつ
かる
・叩
く・
蹴る

　男女共に加害経験率は低いほう

ですが、男子に多い傾向が窺えま

す。

　この３年間に大きな変動はあり

ませんが、全体の加害は男子では

2011
年夏秋、女子でも同じ時期

が相対的に高かったことが分かり

ます。

○金
銭強
要・
器物
損壊

　男女共に加害経験率は低い項目

ですが、男子に多い傾向が窺えま

す。

　この３年間に、大きな変動はあ

りません。

○パ
ソコ
ン・
携帯

　男女共に、最も加害経験率が低

い行為です。

　この３年間に大きな変動はあり

ません。

■ 2010
〜 2012

年度　小学校　いじめ加害経験率

６月
	 

N=123
2	  

11月	 

N=123
1	  
６月
	 

N=120
0	  

11月	 

N=122
3	  
６月
	 

N=115
9	  

11月	 

N=116
7	  
６月
	 

N=116
8	  

11月	 

N=116
2	  
６月
	 

N=115
0	  

11月	 

N=114
8	  
６月
	 

N=110
8	  

11月	 

N=111
3	  

２０
１０
年	 

２０
１１
年	 

２０
１２
年	 

２０
１０
年	 

２０
１１
年	 

２０
１２
年	 

男子
	 

女子
	 

ぜん
ぜん
	 

77.7	  	  
77.4	  	  

76.8	  	  
76.5	  	  

78.0	  	  
80.7	  	  

91.4	  	  
92.2	  	  

90.5	  	  
90.1	  	  

90.8	  	  
92.4	  	  

今ま
でに
１～
２回
	 13.6	  	  

13.6	  	  
14.5	  	  

14.7	  	  
12.9	  	  

11.4	  	  
5.7	  	  

5.0	  	  
5.7	  	  

6.3	  	  
5.6	  	  

5.3	  	  

月に
２～
３回
	 

4.2	  	  
4.2	  	  

4.3	  	  
4.4	  	  

4.8	  	  
4.5	  	  

0.7	  	  
1.8	  	  

1.9	  	  
1.3	  	  

1.5	  	  
1.4	  	  

週に
１回
以上
	 

4.5	  	  
4.7	  	  

4.3	  	  
4.4	  	  

4.2	  	  
3.3	  	  

2.1	  	  
1.0	  	  

1.8	  	  
2.4	  	  

2.1	  	  
0.9	  	  0%	  

10%	  
20%	  
30%	  
40%	  
50%	  
60%	  
70%	  
80%	  
90%	  

100%	  

問６
エ．
いじ
め加
害：
ひど
くぶ
つか
る・
叩く
・蹴
る	 

６月
	 

N=123
5	  

11月	 

N=123
4	  
６月
	 

N=120
3	  

11月	 

N=121
9	  
６月
	 

N=115
8	  

11月	 

N=116
9	  
６月
	 

N=117
0	  

11月	 

N=116
3	  
６月
	 

N=114
9	  

11月	 

N=114
6	  
６月
	 

N=110
8	  

11月	 

N=111
5	  

２０
１０
年	 

２０
１１
年	 

２０
１２
年	 

２０
１０
年	 

２０
１１
年	 

２０
１２
年	 

男子
	 

女子
	 

ぜん
ぜん
	 

93.4	  	  
92.6	  	  

92.1	  	  
92.9	  	  

93.7	  	  
92.9	  	  

96.9	  	  
97.4	  	  

96.3	  	  
97.6	  	  

96.8	  	  
98.0	  	  

今ま
でに
１～
２回
	 5.0	  	  

5.4	  	  
5.4	  	  

5.8	  	  
4.3	  	  

5.1	  	  
2.2	  	  

2.1	  	  
3.1	  	  

1.9	  	  
2.3	  	  

1.5	  	  

月に
２～
３回
	 

1.1	  	  
1.0	  	  

1.3	  	  
0.8	  	  

1.1	  	  
1.0	  	  

0.3	  	  
0.3	  	  

0.3	  	  
0.1	  	  

0.5	  	  
0.3	  	  

週に
１回
以上
	 

0.5	  	  
1.0	  	  

1.2	  	  
0.5	  	  

0.9	  	  
0.9	  	  

0.5	  	  
0.3	  	  

0.3	  	  
0.3	  	  

0.4	  	  
0.2	  	  0%	  

10%	  
20%	  
30%	  
40%	  
50%	  
60%	  
70%	  
80%	  
90%	  

100%	  

問６
オ．
いじ
め加
害：
金銭
強要
・器
物損
壊	 

６月
	 

N=123
5	  

11月	 

N=123
7	  
６月
	 

N=120
3	  

11月	 

N=122
3	  
６月
	 

N=116
0	  

11月	 

N=117
1	  
６月
	 

N=116
9	  

11月	 

N=116
5	  
６月
	 

N=115
0	  

11月	 

N=114
8	  
６月
	 

N=111
1	  

11月	 

N=111
5	  

２０
１０
年	 

２０
１１
年	 

２０
１２
年	 

２０
１０
年	 

２０
１１
年	 

２０
１２
年	 

男子
	 

女子
	 

ぜん
ぜん
	 

97.8	  	  
96.8	  	  

97.4	  	  
98.0	  	  

97.7	  	  
97.3	  	  

98.8	  	  
99.0	  	  

98.8	  	  
98.7	  	  

99.0	  	  
99.1	  	  

今ま
でに
１～
２回
	 1.0	  	  

1.8	  	  
1.4	  	  

1.2	  	  
1.3	  	  

1.6	  	  
1.0	  	  

0.7	  	  
0.8	  	  

1.1	  	  
0.5	  	  

0.6	  	  

月に
２～
３回
	 

0.6	  	  
0.6	  	  

0.4	  	  
0.3	  	  

0.3	  	  
0.6	  	  

0.0	  	  
0.2	  	  

0.0	  	  
0.1	  	  

0.2	  	  
0.0	  	  

週に
１回
以上
	 

0.6	  	  
0.7	  	  

0.7	  	  
0.5	  	  

0.8	  	  
0.5	  	  

0.2	  	  
0.2	  	  

0.4	  	  
0.1	  	  

0.3	  	  
0.3	  	  0%	  

10%	  
20%	  
30%	  
40%	  
50%	  
60%	  
70%	  
80%	  
90%	  

100%	  

問６
カ．
いじ
め加
害：
パソ
コン
・携
帯	 
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○ひどくぶつかる・叩く・蹴る
　男子の被害経験率が高い傾向が
窺えます。

　４年生から６年生にかけて、減
少する傾向が窺えます。

○金銭強要・器物損壊
　男女共に被害経験率は低いです
が、男子に多い傾向が窺えます。
　４年生から６年生にかけて、少
しずつ減少する傾向が窺えます。

○パソコン・携帯

　男女共に、最も被害経験率が低
い行為です。

　学年進行に伴うはっきりした傾
向は窺えません。

６月	 
N=398	 

11月	 
N=395	 

６月	 
N=391	 

11月	 
N=392	 

６月	 
N=388	 

11月	 
N=387	 

６月	 
N=364	 

11月	 
N=360	 

６月	 
N=356	 

11月	 
N=352	 

６月	 
N=345	 

11月	 
N=345	 

4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 

男子	 

女子	 

ぜんぜん	 66.3	 	 66.1	 	 71.9	 	 67.9	 	 71.6	 	 77.5	 	 74.7	 	 81.4	 	 79.2	 	 81.3	 	 84.1	 	 86.7	 	 

今までに１～２回	 16.1	 	 17.5	 	 12.3	 	 16.3	 	 14.2	 	 11.9	 	 12.9	 	 9.4	 	 14.3	 	 11.6	 	 9.3	 	 8.1	 	 

月に２～３回	 7.0	 	 6.6	 	 7.4	 	 7.7	 	 6.7	 	 5.7	 	 4.7	 	 3.3	 	 2.8	 	 4.0	 	 2.6	 	 2.9	 	 

週に１回以上	 10.6	 	 9.9	 	 8.4	 	 8.2	 	 7.5	 	 4.9	 	 7.7	 	 5.8	 	 3.7	 	 3.1	 	 4.1	 	 2.3	 	 

0%	 

10%	 

20%	 

30%	 

40%	 

50%	 

60%	 

70%	 

80%	 

90%	 

100%	 

問５エ．いじめ被害：ひどくぶつかる・叩く・蹴る	 

６月	 
N=398	 

11月	 
N=395	 

６月	 
N=391	 

11月	 
N=391	 

６月	 
N=388	 

11月	 
N=385	 

６月	 
N=361	 

11月	 
N=360	 

６月	 
N=355	 

11月	 
N=352	 

６月	 
N=349	 

11月	 
N=344	 

4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 

男子	 

女子	 

ぜんぜん	 76.1	 	 80.5	 	 80.6	 	 78.3	 	 84.8	 	 88.1	 	 76.5	 	 79.7	 	 83.9	 	 87.2	 	 87.1	 	 90.7	 	 

今までに１～２回	 16.6	 	 13.2	 	 11.3	 	 16.4	 	 10.1	 	 9.6	 	 16.1	 	 15.8	 	 10.1	 	 9.7	 	 9.7	 	 7.6	 	 

月に２～３回	 2.3	 	 2.3	 	 4.1	 	 2.8	 	 2.1	 	 1.6	 	 2.5	 	 2.5	 	 3.1	 	 1.4	 	 1.7	 	 0.3	 	 

週に１回以上	 5.0	 	 4.1	 	 4.1	 	 2.6	 	 3.1	 	 0.8	 	 5.0	 	 1.9	 	 2.8	 	 1.7	 	 1.4	 	 1.5	 	 

0%	 

10%	 

20%	 

30%	 

40%	 

50%	 

60%	 

70%	 

80%	 

90%	 

100%	 

問５オ．いじめ被害：金銭強要・器物損壊	 

６月	 
N=395	 

11月	 
N=393	 

６月	 
N=390	 

11月	 
N=393	 

６月	 
N=381	 

11月	 
N=385	 

６月	 
N=359	 

11月	 
N=361	 

６月	 
N=351	 

11月	 
N=351	 

６月	 
N=345	 

11月	 
N=342	 

4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 

男子	 

女子	 

ぜんぜん	 94.7	 	 95.9	 	 97.2	 	 96.4	 	 96.3	 	 96.9	 	 96.4	 	 96.7	 	 96.6	 	 97.4	 	 98.3	 	 97.1	 	 

今までに１～２回	 3.0	 	 1.8	 	 2.1	 	 2.3	 	 2.9	 	 1.8	 	 2.2	 	 2.5	 	 1.7	 	 1.7	 	 0.9	 	 2.3	 	 

月に２～３回	 0.8	 	 1.3	 	 0.5	 	 1.0	 	 0.3	 	 0.8	 	 0.0	 	 0.3	 	 0.0	 	 0.6	 	 0.3	 	 0.3	 	 

週に１回以上	 1.5	 	 1.0	 	 0.3	 	 0.3	 	 0.5	 	 0.5	 	 1.4	 	 0.6	 	 1.7	 	 0.3	 	 0.6	 	 0.3	 	 

0%	 

10%	 

20%	 

30%	 

40%	 

50%	 

60%	 

70%	 

80%	 

90%	 

100%	 

問５カ．いじめ被害：パソコン・携帯	 

■ 2010 年度　小学校４年生　いじめ被害経験率推移
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６月	 
N=398	 

11月	 
N=398	 

６月	 
N=392	 

11月	 
N=393	 

６月	 
N=390	 

11月	 
N=386	 

６月	 
N=365	 

11月	 
N=360	 

６月	 
N=356	 

11月	 
N=352	 

６月	 
N=349	 

11月	 
N=344	 

4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 

男子	 

女子	 

ぜんぜん	 68.1	 	 65.1	 	 68.9	 	 67.3	 	 63.8	 	 67.4	 	 86.3	 	 84.4	 	 84.0	 	 80.1	 	 81.7	 	 82.8	 	 

今までに１～２回	 19.8	 	 21.9	 	 18.6	 	 20.2	 	 20.5	 	 17.1	 	 10.1	 	 11.7	 	 11.0	 	 15.6	 	 10.9	 	 11.9	 	 

月に２～３回	 6.3	 	 6.5	 	 7.4	 	 8.2	 	 7.9	 	 8.3	 	 1.6	 	 1.9	 	 2.8	 	 2.0	 	 4.6	 	 2.0	 	 

週に１回以上	 5.8	 	 6.5	 	 5.1	 	 4.3	 	 7.7	 	 7.3	 	 1.9	 	 1.9	 	 2.2	 	 2.3	 	 2.9	 	 3.2	 	 

0%	 

10%	 

20%	 

30%	 

40%	 

50%	 

60%	 

70%	 

80%	 

90%	 

100%	 

問６ウ．いじめ加害：軽くぶつかる・叩く・蹴る	 

６月	 
N=399	 

11月	 
N=397	 

６月	 
N=392	 

11月	 
N=393	 

６月	 
N=390	 

11月	 
N=387	 

６月	 
N=364	 

11月	 
N=361	 

６月	 
N=356	 

11月	 
N=352	 

６月	 
N=349	 

11月	 
N=345	 

4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 

男子	 

女子	 

ぜんぜん	 59.4	 	 57.4	 	 62.0	 	 60.1	 	 58.2	 	 62.5	 	 78.3	 	 73.7	 	 73.3	 	 70.5	 	 69.9	 	 76.5	 	 

今までに１～２回	 21.3	 	 24.9	 	 23.7	 	 24.4	 	 22.8	 	 19.6	 	 14.3	 	 19.7	 	 17.1	 	 19.9	 	 20.3	 	 15.9	 	 

月に２～３回	 10.5	 	 9.6	 	 8.2	 	 8.7	 	 10.8	 	 10.9	 	 2.5	 	 3.6	 	 4.5	 	 5.7	 	 3.2	 	 5.2	 	 

週に１回以上	 8.8	 	 8.1	 	 6.1	 	 6.9	 	 8.2	 	 7.0	 	 4.9	 	 3.0	 	 5.1	 	 4.0	 	 6.6	 	 2.3	 	 

0%	 

10%	 

20%	 

30%	 

40%	 

50%	 

60%	 

70%	 

80%	 

90%	 

100%	 

問６イ．いじめ加害：からかう・悪口	 

６月	 
N=399	 

11月	 
N=397	 

６月	 
N=393	 

11月	 
N=394	 

６月	 
N=390	 

11月	 
N=386	 

６月	 
N=364	 

11月	 
N=360	 

６月	 
N=356	 

11月	 
N=352	 

６月	 
N=349	 

11月	 
N=345	 

4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 4年生(2010)	 5年生（2011）	 6年生(2012)	 

男子	 

女子	 

ぜんぜん	 49.6	 	 54.9	 	 52.7	 	 56.9	 	 54.1	 	 58.8	 	 58.8	 	 54.7	 	 43.8	 	 44.3	 	 45.8	 	 50.1	 	 

今までに１～２回	 29.8	 	 28.5	 	 32.3	 	 27.7	 	 28.5	 	 26.2	 	 28.6	 	 29.7	 	 36.2	 	 36.9	 	 33.2	 	 34.8	 	 

月に２～３回	 9.0	 	 7.6	 	 8.1	 	 8.9	 	 7.9	 	 9.3	 	 6.6	 	 6.4	 	 9.6	 	 9.4	 	 10.0	 	 10.1	 	 

週に１回以上	 11.5	 	 9.1	 	 6.9	 	 6.6	 	 9.5	 	 5.7	 	 6.0	 	 9.2	 	 10.4	 	 9.4	 	 10.9	 	 4.9	 	 

0%	 

10%	 

20%	 

30%	 

40%	 

50%	 

60%	 

70%	 

80%	 

90%	 

100%	 

問６ア．いじめ加害：仲間はずれ、無視、陰口	 

■ 2010 年度　小学校４年生　いじめ加害経験率推移

○仲間はずれ・無視・陰口
　男女共に加害経験率は高いです
が、やや女子に多い傾向が窺えま
す。

　男子は 4 年生から６年生でわ
ずかに減る傾向が窺えますが、女
子は 5年生がピークになります。

○からかう・悪口

　男女共に加害経験率は高いです
が、男子に多い傾向が窺えます。
　男子は 4 年生から６年生でわ
ずかに減る傾向が窺えますが、女
子は 5年生がピークになります。

○軽くぶつかる・叩く・蹴る
　日本の場合、３番目に加害経験
率が高い行為ですが、他の国では
最も経験率が高いことの多い行為
と言えます。

　男子に多い傾向が窺えます。
　学年進行に伴う傾向は、頻度の
高い加害は、５〜６年生でやや高
めの傾向が窺えます。

『いじめ追跡調査 2010-2012』とは？	 4
　報告書で取り上げている「追跡調査」の歴史と概要について紹介。

2012 年夏の社会問題化 -いじめと暴力 -	 6
　いじめと暴力は、なぜ区別すべきなのかを、あらためて解説。

「暴力を伴ういじめ」の特徴	 8
　「暴力」や「暴力を伴ういじめ」の特徴と対処法を説明。
「暴力を伴わないいじめ」の特徴	 10
　「暴力を伴わないいじめ」の特徴と対処法を､ 新たなイメージで説明。
「未然防止」の進め方	 12
　「未然防止」を進める際の鍵となる事柄を解説。

☆『生徒指導リーフ』シリーズと

　　『生徒指導支援資料』シリーズの御案内☆	 14
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今
回
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
か
ら
『
い

じ
め
追
跡
調
査
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
二
』
が
出
ま

し
た
。
最
初
に
、
こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
こ
れ
ま
で
に
国
立
教
育
政
策

研
究
所
が
発
表
し
て
き
た
『
い
じ
め
追
跡
調
査

二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
六
』
や
『
い
じ
め
追
跡
調
査

二
〇
〇
七
〜
二
〇
〇
九
』
に
続
く
も
の
で
す
。
い

じ
め
の
実
態
を
定
点
観
測
的
に
調
べ
た
結
果
を

３
年
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
報
告
書
の
最
新
版

に
な
り
ま
す
。

—
—

　

こ
れ
ま
で
の
『
い
じ
め
追
跡
調
査
』
の

延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

今
回
の
も
の
は
、
主
に
二
〇
一
〇
年
度
か
ら

二
〇
一
二
年
度
の
結
果
を
扱
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
中
に
は
二
〇
〇
四
年
度
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

た
分
析
も
あ
り
ま
す
。
調
査
は
二
〇
〇
四
年
か
ら

始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

　

実
際
に
調
査
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
九
八
年

か
ら
で
す
。
で
す
の
で
、
も
う
一
五
年
間
、
続
い

た
。
最
近
は
日
本
国
内
で
も
い
じ
め
の
イ
メ
ー
ジ

に
ぶ
れ
4

4

が
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
も
そ

も
は
暴
力
と
一
線
を
画
す
行
為
を
指
し
て
問
題
視

さ
れ
て
き
た
も
の
が
い
じ
め
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
違
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
単

純
に
「bullying=

い
じ
め
」
と
直
訳
し
た
だ
け

の
調
査
を
実
施
し
た
の
で
は
、
同
じ
こ
と
を
尋
ね

て
い
る
つ
も
り
な
の
に
各
国
の
児
童
生
徒
は
異
な

る
行
為
に
つ
い
て
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
一
方
は
主
に
暴
力
的
な
も
の
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
他
方
は
非
暴
力
的
な
も
の
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
答
え
る
、
と
い
っ
た
齟そ

ご齬
を
生
ん
で
し
ま

う
わ
け
で
す
。

—
—

　

辞
書
の
上
で
は
間
違
っ
て
い
な
い
は
ず

な
の
に
、
実
際
に
は
ズ
レ
が
起
き
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
す
か
？

　

そ
の
通
り
で
す
。
文
化
的
・
社
会
的
な
事
象
の

場
合
、
単
純
な
直
訳
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
文
化
や
制
度
、
社
会
的
な
習
慣
等
が

異
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
一
つ
の
単
語
が
ど
う

い
っ
た
内
容
ま
で
を
包
含
す
る
の
か
に
も
違
い
が

あ
り
ま
す
。

　

同
じ
英
語
圏
な
の
に
、「
か
ら
か
う
」
と
い
う

行
為
を
表
現
す
る
際
、
北
米
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
異
な
る
単
語
を
用
い
て
い
た
り
す
る
こ
と

も
、
実
は
そ
の
時
の
共
同
研
究
の
中
で
、
英
語
圏

の
研
究
者
も
含
め
、
初
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
テ
レ
ビ
等
で
も
海
外
の
い
じ
め
事
情
を

紹
介
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
文
化
的
・

社
会
的
な
違
い
に
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
ず
に
番
組

や
記
事
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

異
な
っ
た
も
の
を
比
較
し
、
多
い
と
か
少
な
い
と

か
、
ひ
ど
い
と
か
マ
シ
だ
と
か
言
っ
た
り
す
る
わ

け
で
す
。
そ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
情
報
提
供
も

誤
っ
た
情
報
の
提
供
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
年
も

同
じ
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
で
、
一
六
年
目
に

突
入
し
ま
し
た
。

—
—

　

す
る
と
、
一
九
九
八
年
度
か
ら
の
い
じ

め
の
変
化
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
か
？

　

も
ち
ろ
ん
、
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
四

年
度
以
降
と
そ
れ
ま
で
と
で
は
、
い
じ
め
の
質
問

を
少
し
変
え
た
の
で
、
今
回
の
報
告
書
で
は
厳
密

に
比
較
が
で
き
る
二
〇
〇
四
年
度
以
降
の
結
果
に

限
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

—
—

　

二
〇
〇
四
年
度
か
ら
質
問
を
変
え
た
と

い
う
の
は
、
ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
？ 

　

国
立
教
育
政
策
研
究
所
で
は
、
二
〇
〇
四
年
度

か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
、
海
外
の
研
究
者
と
共
同

で
い
じ
め
に
関
す
る
比
較
調
査
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
関
係
で
質
問
項
目
を
見
直
し
た
と
い
う

の
が
大
き
な
理
由
で
す
。

　

欧
米
の
研
究
に
お
い
て
は
必
須
の
項
目
、
逆
に

日
本
の
関
心
か
ら
は
譲
れ
な
い
項
目
、
と
い
っ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
互
い
に
、
従
来
の
調
査
と
の

比
較
可
能
性
を
保
つ
た
め
に
、
調
査
項
目
や
質
問

の
仕
方
を
整
理
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

—
—

　

も
う
少
し
具
体
的
に
説
明
し
て
い
た
だ

け
ま
す
か
？ 

　

欧
米
の
場
合
、
い
じ
め
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て

き
た
語
は
、
英
語
圏
で
言
う
な
らbullying

に

な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
語
は
暴
力
的
な
行

為
を
中
心
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

一
方
、
日
本
の
い
じ
め
と
い
う
語
は
、
も
と
も

と
が
暴
力
的
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
非
暴
力
的
な

行
為
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し

—
—

　

だ
か
ら
こ
そ
、
き
ち
ん
と
し
た
研
究
が

必
要
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

　

そ
う
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
研
究
者
も
同
じ

よ
う
な
間
違
い
を
犯
し
て
い
た
り
す
る
の
で
厄
介

で
す
。
と
り
わ
け
Ｅ
Ｕ
圏
内
で
は
交
流
が
盛
ん
な

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
安
易
に
直
訳
式
の
比
較
研
究

が
行
わ
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
お
互
い
に
近
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
研
究
を
実
施
し

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

私
ど
も
の
場
合
、
国
の
研
究
所
が
行
う
調
査
、

国
を
代
表
す
る
よ
う
な
調
査
に
な
り
ま
す
か
ら
、

そ
う
し
た
点
で
も
国
内
外
の
お
手
本
と
な
る
よ

う
、
慎
重
に
調
査
を
進
め
ま
し
た
。
日
本
の
い
じ

め
に
相
当
す
る
行
為
を
中
心
に
し
つ
つ
、
し
か
し

欧
米
の
関
心
も
損
ね
な
い
よ
う
、
ま
た
異
な
る
も

の
を
比
較
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
配
慮
し
ま
し

た
。

—
—

　

具
体
的
に
言
う
と
、
ど
う
い
っ
た
点
で

し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
質
問
文
の
中
に
、

「
い
じ
め
」
と
か
「bullying

」
と
い
っ
た
語
を

用
い
な
い
こ
と
と
し
、
そ
の
代
わ
り
に
ど
ん
な
行

為
に
つ
い
て
の
質
問
な
の
か
を
説
明
す
る
文
章
を

付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
に
は
、

既
に
偏
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
貼
り
付
い
て
い
ま
す
。

個
々
人
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
そ
こ
で
、
言
葉

の
イ
メ
ー
ジ
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
回
答
が
偏
る
こ
と

を
避
け
る
た
め
、
あ
え
て
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
よ

う
な
語
は
用
い
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　—
—

　

な
る
ほ
ど
、
確
か
に
質
問
項
目
（
今
回

の
報
告
書
の
15
頁
下
を
参
照
）
の
中
に
は
「
い
じ

め
」
と
い
う
語
は
で
て
き
ま
せ
ん
ね
。「
い
じ
わ

る
や
イ
ヤ
な
こ
と
」と
い
っ
た
説
明
が
あ
り
ま
す
。

『いじめ追跡調査
2010-2012』
とは？
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いじめについて、正しく知り、正しく考え、正しく行動する。

　

ま
た
、
欧
米
で
は
「physical bullying

」
と

い
う
表
現
で
一
括
り
に
さ
れ
る
「
暴
力
を
伴
う
い

じ
め
」
を
、
暴
力
行
為
そ
の
も
の
と
し
か
言
え
な

い
行
為
と
、
暴
力
を
伴
い
は
す
る
も
の
の
遊
び
を

装
っ
た
形
、
ふ
ざ
け
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
る
も

の
と
に
分
け
ま
し
た
。
日
本
で
は
い
じ
め
と
暴
力

は
違
う
も
の
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
き
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

—
—

　

海
外
よ
り
も
い
じ
め
研
究
の
歴
史
が
長

い
で
す
か
ら
ね
。

　

も
う
30
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
北
米
は

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
深
刻
な
問
題
と
し
て
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
な
の
で
、
当
時
は
研
究
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
、
欧
州
か
ら
の
受
け
売
り
の
よ

う
な
状
態
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
を
二

分
す
る
案
も
、
最
初
は
海
外
の
研
究
者
か
ら
渋
い

顔
を
さ
れ
ま
し
た
。
質
問
項
目
が
い
た
ず
ら
に
増

え
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

　

彼
ら
の
慣
例
で
は
、physical

（
物
理
的
・

身
体
的
）、verbal

（
言
語
的
・
言
葉
に
よ
る
）、

psychological

（
心
理
的
）
と
い
っ
た
区
別
が

定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
な

ぜphysical

だ
け
二
つ
に
分
け
る
必
要
が
あ
る

の
か
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

—
—

　

そ
れ
を
説
得
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す

ね
？

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
側
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

と
っ
て
い
て
、
日
本
の
い
じ
め
の
よ
う
な
行
為
、

欧
米
で
は
「girls'  bullying

（
女
子
の
い
じ
め
）」

と
表
現
さ
れ
た
り
し
て
い
た
、
非
暴
力
的
な
行
為

を
中
心
に
調
べ
る
こ
と
で
合
意
で
き
て
い
ま
し

た
。
で
す
の
で
、
ど
う
に
か
な
っ
た
の
で
す
。

　

た
だ
、
調
査
が
終
わ
っ
て
結
果
が
出
て
み
る

と
、physical

を
二
つ
に
分
け
た
こ
と
は
と
て
も

よ
か
っ
た
と
海
外
の
研
究
者
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し

た
。
欧
米
で
は
、bullying

とviolence

（
暴
力
）

の
区
別
が
不
明
確
な
ま
まbullying

の
語
が
一

人
歩
き
し
、
結
果
的
にbullying

とviolence

の
混
同
が
生
じ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
新
し
い
知
見

と
し
て
参
考
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

—
—

　

他
に
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　

メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
行
為
に

関
す
る
質
問
も
、
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
追
加
し
ま

し
た
。
当
時
、「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
な
ど
は
、
ま

だ
話
題
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

遅
か
れ
早
か
れ
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ

ま
し
た
か
ら
、
早
々
と
組
み
入
れ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

—
—

　

そ
う
す
る
と
、
二
〇
〇
四
年
度
以
降
の

日
本
の
い
じ
め
の
実
態
に
つ
い
て
、
か
な
り
幅
広

く
、
し
か
も
欧
米
の
調
査
研
究
と
も
比
較
で
き
る

形
で
デ
ー
タ
を
と
り
続
け
て
き
た
結
果
が
ま
と
め

ら
れ
た
報
告
書
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

　

そ
う
お
考
え
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。
い
じ

め
と
は
何
か
を
考
え
る
上
で
、
実
態
を
的
確
に
示

す
基
礎
デ
ー
タ
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
各
学
校
や
教
育
委
員
会
が
い
じ
め

の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
前
提

と
し
て
理
解
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
対
策
の
効
果
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
よ
う
な
場
合
、
費
用
対
効
果
を
検
討
す
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
無
駄
が
な
く
な
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

左から、『いじめ追跡調査 2004-2006 』『いじめ追跡調査 2007-2009』『いじめ追跡調査 2010-2012』
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2012 年夏の
社会問題化

-いじめと暴力 -
—

—

　

で
は
、
具
体
的
に
話
を
お
聞
き
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
夏
は
い
じ
め
が
社

会
問
題
化
し
ま
し
た
ね
。

　

私
ど
も
の
研
究
所
で
も
、
い
じ
め
に
焦
点
を

絞
っ
た
資
料
を
矢
継
ぎ
早
に
出
す
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
、『
生
徒
指
導
リ
ー
フ
』
シ
リ
ー
ズ

（
二
〇
一
二
年
二
月
か
ら
発
行
開
始
。
本
冊
子
14

頁
参
照
）
の
中
で
最
初
に
い
じ
め
を
取
り
上
げ
た

『
生
徒
指
導
リ
ー
フ
４　

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
』

は
、
社
会
問
題
化
前
の
発
行
で
す
。

—
—

　

な
る
ほ
ど
。
社
会
問
題
化
以
前
に
既
に

発
行
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。『
生
徒
指
導
リ
ー

フ
７
』
か
ら
『
生
徒
指
導
リ
ー
フ
12
』
ま
で
は
、

す
べ
て
い
じ
め
関
連
で
続
い
て
い
ま
す
が
…
？

　

マ
ス
コ
ミ
報
道
の
過
熱
化
や
そ
れ
を
受
け
た

学
校
・
教
育
委
員
会
の
混
乱
を
見
据
え
、
随
時
、

必
要
と
思
わ
れ
た
情
報
を
提
供
し
て
き
た
結
果
、

そ
う
な
り
ま
し
た
。

—
—

　

か
な
り
素
早
い
対
応
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

『
リ
ー
フ
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
基
本

的
に
は
『
い
じ
め
追
跡
調
査
』
に
基
づ
い
た
も
の

と
い
う
理
解
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

中
心
は
そ
う
で
す
が
、
他
に
も
『
い
じ
め
・
暴

力
防
止
に
関
す
る
指
導
方
法
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
』（
平
成
一
九
〜
二
一
年
度
に
実
施
）

か
ら
得
ら
れ
た
知
見
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

既
に
『
生
徒
指
導
支
援
資
料
』
な
ど
で
情
報
提

供
し
て
き
た
も
の
を
、
皆
さ
ん
の
関
心
や
知
り
た

い
内
容
に
即
し
て
整
理
し
直
し
、
よ
り
簡
潔
な
形

で
提
供
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

—
—

　

昨
年
の
第
四
次
社
会
問
題
化
の
中
で
、

日
本
各
地
の
学
校
や
教
育
委
員
会
が
、
あ
ら
た
め

て
い
じ
め
対
応
や
い
じ
め
対
策
を
問
わ
れ
、
見
直

し
を
行
っ
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
に
対
し
て
、
今
回
の
報
告
書
は
一
石
を
投
じ

る
こ
と
に
な
る
と
お
考
え
で
す
か
？

　

昨
夏
の
社
会
問
題
化
に
伴
う
各
種
の
報
道
を
見

聞
き
し
て
い
る
と
、
い
じ
め
の
概
念
や
議
論
が

す
っ
か
り
混
乱
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
い
じ
め
の
実
態
を
踏
ま

え
な
い
的
外
れ
な
動
き
が
全
国
各
地
、
教
育
委
員

会
や
学
校
に
広
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
混
乱
を
鎮
め
、
冷
静
に
適
切
な
対
応

を
し
て
い
た
だ
く
う
え
で
、
今
回
の
報
告
書
が
示

す
知
見
は
、
大
き
な
力
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

—
—

　
「
混
乱
」、
と
言
い
ま
す
と
？

　

い
じ
め
と
暴
力
を
き
ち
ん
と
区
別
し
な
い
ま

ま
、
い
じ
め
と
い
う
表
現
の
も
と
に
性
急
な
議
論

が
な
さ
れ
、
し
か
も
学
校
や
教
育
委
員
会
に
対
し

て
即
効
的
な
解
決
策
を
求
め
る
よ
う
な
動
き
が
生

ま
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
一
つ
目
の

「
混
乱
」
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、
そ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
拙
速
に
対

応
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
本
来

の
い
じ
め
対
応
や
い
じ
め
対
策
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
か
ね
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
も
う
一

つ
の
「
混
乱
」
と
言
え
ま
す
。

—
—

　

少
し
具
体
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
も
ら

え
ま
す
か
？

　

た
と
え
ば
、
滋
賀
県
大
津
市
の
い
じ
め
自
殺
事

案
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
い
じ
め
自
殺
と
は
少
し

趣
の
異
な
る
も
の
、
い
じ
め
と
し
て
は
特
異
な
も

の
と
言
え
ま
す
。

　

一
般
に
い
じ
め
と
い
う
の
は
、
暴
力
を
用
い
な

い
こ
と
が
多
い
た
め
、「
目
に
見
え
に
く
い
」、「
気

づ
き
に
く
い
」
と
言
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
大
津

の
事
案
の
場
合
に
は
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
何
人

も
の
教
師
が
、
暴
力
行
為
の
存
在
を
認
知
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
行

為
を
本
気
で
や
め
さ
せ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

つ
ま
り
、「
暴
力
」
を
容
認
・
放
置
し
て
し
ま
っ

た
結
果
、「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
に
ま
で
発
展

さ
せ
、
自
殺
に
ま
で
至
ら
し
め
た
と
い
う
、
そ
れ

ま
で
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
異
な
事
案

と
言
え
ま
す
。

—
—

　

な
る
ほ
ど
。
確
か
に
、「
見
え
に
く
い
」

と
さ
れ
て
き
た
い
じ
め
と
は
違
い
ま
す
ね
。

　

と
こ
ろ
が
、連
日
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
っ
て
、

あ
の
よ
う
な
「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
こ
そ
が
深

刻
な
い
じ
め
の
代
表
で
あ
る
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
人
々
に
刷
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

—
—

　

暴
力
を
伴
わ
な
く
と
も
深
刻
な
い
じ
め

は
あ
る
し
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
が
数
も
多
い
可

能
性
が
高
い
の
に
…
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？ 

　

そ
う
で
す
。
し
か
も
、
従
来
か
ら
文
部
科
学
省

が
示
し
て
き
た
「
深
刻
な
い
じ
め
は
ど
の
学
校
、

ど
の
ク
ラ
ス
、
ど
の
子
ど
も
に
も
起
こ
り
う
る
」

と
い
う
本
来
の
い
じ
め
（
＝
「
暴
力
を
伴
わ
な
い

い
じ
め
」）
に
関
す
る
認
識
と
、
い
じ
め
と
し
て

は
特
異
な
大
津
の
よ
う
な
事
案
と
が
一
緒
に
報
道

さ
れ
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
あ
た
か
も
日
本
中
の
学
校
に
「
暴

力
」
や
「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
が
横
行
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
不
安
や
不
信
が
、
保
護
者
や
一
般

市
民
に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

—
—

　

確
か
に
、
一
般
市
民
か
ら
す
る
と
、「
一

体
、
学
校
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
嘆

き
や
怒
り
、
不
安
や
不
信
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

一
般
市
民
だ
け
で
は
な
く
、
教
職
員
に
与
え
た

影
響
も
深
刻
と
考
え
て
い
ま
す
。「
暴
力
を
伴
う

い
じ
め
」
の
報
道
が
相
次
い
だ
こ
と
で
、「
暴
力

を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
を
ま
す
ま
す
見
過
ご
し
た

り
、
気
づ
き
な
が
ら
見
逃
し
た
り
と
い
う
こ
と
が

全
国
各
地
で
起
き
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

—
—

　

と
言
い
ま
す
と
？

　

昨
年
の
７
〜
８
月
は
、
大
津
の
事
案
に
絡
ん
だ

い
じ
め
報
道
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
大
津
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
の
事
案
が
過

去
の
も
の
ま
で
掘
り
起
こ
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
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いじめについて、正しく知り、正しく考え、正しく行動する。

し
た
。
普
通
な
ら
、
学
校
関
係
者
は
い
じ
め
に
対

し
て
敏
感
と
い
う
か
、
過
敏
に
な
っ
て
い
た
は
ず

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
か
９
月
に
な
っ
て
か
ら
二
つ

の
い
じ
め
自
殺
事
案
が
起
き
ま
す
。
東
京
都
品
川

区
と
兵
庫
県
川
西
市
で
、
い
じ
め
が
原
因
と
な
っ

た
自
殺
を
防
げ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

実
は
、
こ
の
二
つ
の
事
案
に
は
共
通
点
が
あ
り

ま
す
。
相
談
を
受
け
た
り
報
告
を
受
け
た
り
し
て

い
な
が
ら
、
教
師
が
深
刻
な
問
題
と
は
受
け
と
め

な
か
っ
た
、
と
い
う
点
で
す
。
一
部
で
は
「
単
な

る
嫌
が
ら
せ
程
度
」
と
の
認
識
だ
っ
た
と
も
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
私
ど
も
の
懸
念
と
い
う
の
は
、「
暴

力
を
伴
っ
て
い
な
い
か
ら
、
た
い
し
た
こ
と
で
は

な
い
」
と
受
け
と
め
て
し
ま
う
風
潮
が
教
職
員
の

中
に
形
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

—
—

　

確
か
に
、
暴
力
を
伴
う
事
案
で
な
け
れ

ば
深
刻
で
は
な
い
か
の
よ
う
な
表
現
を
見
聞
き
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。 

　

あ
え
て
「
暴
力
」
と
は
異
な
る
語
を
用
い
、「
暴

力
を
伴
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
児
童
生
徒
を
死
に
至

ら
し
め
る
危
険
な
行
為
」
と
し
て
注
意
を
促
し
て

き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
が
水
泡
に
帰
し
か
ね
な
い
状
況
に
至
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、と
さ
え
感
じ
ま
す
。

—
—

　

素
朴
な
疑
問
で
恐
縮
で
す
が
、
い
じ
め

で
あ
ろ
う
が
、
暴
力
で
あ
ろ
う
が
、
ど
ち
ら
も
問

題
な
の
だ
か
ら
、
一
緒
に
解
消
さ
せ
て
い
け
ば
よ

い
、
と
い
う
考
え
方
で
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

そ
う
し
た
発
想
は
単
純
で
わ
か
り
や
す
い
も
の

の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
大
き
な
問
題
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
目
に
見
え
や
す
い
」

暴
力
行
為
に
目
が
奪
わ
れ
、「
目
に
見
え
に
く
い
」

い
じ
め
行
為
は
見
過
ご
さ
れ
や
す
く
な
る
、
と
い

う
点
で
す
。
品
川
区
や
川
西
市
の
事
案
の
よ
う
な

例
が
生
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

暴
力
的
な
問
題
を
起
こ
す
児
童
生
徒
の
場
合
、

普
段
の
言
動
か
ら
あ
る
程
度
予
想
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
本
来
の
意
味
で
の
い
じ
め
の
場
合
、「
ど

の
子
ど
も
に
も
起
こ
り
う
る
」
と
言
わ
れ
て
き
た

通
り
、
そ
う
し
た
予
想
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
、
問
題
を
起
こ
し
そ
う
な
一

部
の
児
童
生
徒
を
「
見
張
る
＝
早
期
に
発
見
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
構
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
後

者
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
児
童
生
徒
で
は
な
く
全

員
を
対
象
と
し
た
未
然
防
止
が
求
め
ら
れ
る
わ
け

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
じ
め
と
暴
力
を
一
緒
に
し

て
取
り
組
む
と
、
つ
い
一
部
の
子
ど
も
に
ば
か
り

目
が
行
き
、
結
果
的
に
い
じ
め
を
見
過
ご
し
や
す

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

—
—

　

だ
か
ら
、
い
じ
め
と
暴
力
と
は
き
ち
ん

と
分
け
て
対
応
す
べ
き
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

実
際
に
は
、「
暴
力
」
を
ふ
る
う
児
童
生
徒
が

普
通
の
い
じ
め
に
も
加
わ
っ
た
り
、「
暴
力
を
伴

う
い
じ
め
」を
行
っ
た
り
も
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、

必
ず
し
も
い
じ
め
と
暴
力
を
き
れ
い
に
分
け
ら
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
術
的
な
議
論
や
分

析
を
行
う
際
な
ど
、
か
な
り
厄
介
な
問
題
で
す
。

　

し
か
し
、
学
校
現
場
に
お
け
る
実
際
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
む
し
ろ
単
純
と
言
え
ま
す
。「
暴
力

が
ら
み
の
行
為
」
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
「
速
や

か
に
や
め
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
，
何
の
問
題

も
な
い
か
ら
で
す
。

—
—

　
「
い
じ
め
」
と
「
暴
力
」
を
区
別
す
る
の

で
は
な
く
、「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
と
「
暴

力
や
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
と
で
分
け
て
い
く
、

と
い
う
理
解
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

『早期に警察へ相談・通報すべきいじめ事案について』（文部
科学省初等中等教育局の平成 25 年 5 月 16 日付通知）の抜粋

　

そ
の
通
り
で
す
。
そ
も
そ
も
「
暴
力
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
行
為
は
、
基
本
的
に
法
律
に
よ
っ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
に
お
い
て
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
犯
罪
行
為
等
に
つ
い
て
は
、
文
部
科

学
省
に
よ
っ
て
い
じ
め
の
態
様
別
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。（
左
に
一
部
を
紹
介
）

　
「
暴
力
」
な
の
か
「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
な

の
か
な
ど
と
悩
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
見
つ

け
た
ら
止
め
る
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

いじめの態様と、相当すると考えられる刑罰法規の一例
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「暴力を伴ういじめ」
の特徴

—
—

　

い
じ
め
と
暴
力
は
違
う
と
い
う
話
を
も

う
少
し
深
く
訊
い
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

今
回
の
報
告
書
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
る

点
が
あ
り
ま
す
ね
？

　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。『
い
じ
め
追
跡
調

査
二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
六
』
と
『
い
じ
め
追
跡
調

査
二
〇
〇
七
〜
二
〇
〇
九
』
に
つ
い
て
は
、
本
来

の
意
味
で
の
い
じ
め
、
つ
ま
り
「
暴
力
を
伴
わ
な

い
い
じ
め
」
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、「
深
刻
な
い

じ
め
は
ど
の
学
校
、
ど
の
ク
ラ
ス
、
ど
の
子
ど
も

に
も
起
こ
り
う
る
」
と
い
う
認
識
を
裏
付
け
て
み

せ
る
こ
と
が
中
心
で
し
た
。

—
—

　
「
い
じ
め
に
ピ
ー
ク
は
な
い
」
と
か
「
ど

の
子
ど
も
も
被
害
者
に
、
ま
た
加
害
者
に
な
り
う

る
」
と
い
っ
た
分
析
で
す
ね
。

　

今
回
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
同
じ
で
す
。
た

だ
、
前
回
ま
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、「
な
ぜ
、
普

通
の
子
ど
も
ま
で
が
加
害
者
に
？
」
と
い
う
分
析

を
行
っ
て
き
た
の
に
対
し
、
今
回
は
そ
れ
に
代
え

る
形
で
「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
に
つ
い
て
の
分

析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
お
示
し
し
て
い
ま
す
。

—
—

　

従
来
、「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
を
取
り

上
げ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う

か
？

　
「
暴
力
」
が
絡
ん
だ
時
点
で
「
い
じ
め
」
と
は

異
な
る
、
対
策
も
違
っ
て
く
る
、
と
い
う
明
確
な

考
え
に
立
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
な
の
に
調
査
項
目
に
含
め
て
き
た
の
は
、

「
暴
力
的
な
行
為
」
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
含
む

欧
米
のbullying

概
念
と
の
関
係
が
一
つ
。
も

う
一
つ
は
、
奇
妙
に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
と
は
異
な
る

こ
と
を
デ
ー
タ
で
確
か
め
る
た
め
で
す
。
あ
く
ま

で
も
、参
考
の
扱
い
と
し
て
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

—
—

　

今
回
、
あ
え
て
「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」

を
取
り
上
げ
た
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　

先
ほ
ど
も
少
し
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
大
津
の

事
案
に
絡
ん
だ
様
々
な
動
き
に
よ
り
、
人
々
の
認

識
の
中
で
い
じ
め
と
暴
力
の
違
い
と
い
う
も
の
が

す
っ
か
り
曖
昧
に
な
り
、
学
校
現
場
の
対
応
に
混

乱
を
き
た
し
た
り
、
誤
っ
た
も
の
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
り
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

本
来
の
い
じ
め
（
＝
「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ

め
」）
へ
の
対
策
は
、
児
童
生
徒
を
健
全
に
育
て

て
い
く
こ
と
で
「
未
然
防
止
」
を
図
る
こ
と
を
中

心
に
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
い
じ

め
と
暴
力
を
混
同
し
た
状
態
が
続
く
と
、「
未
然

防
止
」
で
は
な
く
即
効
性
を
期
待
し
た
「
対
症
療

法
」
へ
と
時
間
も
労
力
も
お
金
も
流
れ
、
結
果
的

に
は
本
来
の
い
じ
め
の
被
害
を
減
ら
す
ど
こ
ろ
か

増
や
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

暴
力
対
策
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
い
じ
め
と
暴
力
は
違

う
と
た
だ
繰
り
返
す
だ
け
で
は
な
く
、あ
え
て「
暴

力
を
伴
う
い
じ
め
」
と
い
う
形
で
と
り
あ
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
質
の
違
い
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
の
で
す
。

—
—

　
「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
と
「
暴
力
を
伴

わ
な
い
い
じ
め
」
と
で
は
、
そ
ん
な
に
も
質
的
に

異
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

異
な
り
ま
す
。「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
の
場

合
に
は
、「
ど
の
子
ど
も
も
加
害
者
に
な
る
」
と

は
言
え
ま
せ
ん
し
、
被
害
者
で
さ
え
さ
ほ
ど
大
き

く
広
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
な
り
限
定
的

な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
こ
れ
で
深
刻
な
行

為
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
「
ど
の
子

ど
も
に
も
起
こ
り
う
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い

の
で
す
。

—
—

　

そ
の
こ
と
は
、
今
回
の
報
告
書
の
図
12

（
13
頁
）
か
ら
言
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

　

そ
う
で
す
。
６
年
間
12
回
中
の
調
査
時
点
で
６

回
以
上
に
わ
た
っ
て
被
害
を
訴
え
た
り
加
害
を
認

め
た
り
し
た
子
ど
も
は
、
１
割
ほ
ど
の
子
ど
も
で

す
。
反
対
に
、
経
験
者
の
半
数
は
１
回
と
か
２
回

と
い
う
経
験
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
何
度
も
繰
り
返

す
よ
う
な
一
部
の
児
童
生
徒
と
、
数
回
に
と
ど
ま

る
、
あ
る
い
は
経
験
し
な
い
多
数
の
児
童
生
徒
に

分
か
れ
る
の
で
す
。

—
—

　

つ
ま
り
、「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
や
「
暴

力
」
を
行
う
児
童
生
徒
は
か
な
り
特
別
な
児
童
生

徒
で
あ
り
、
ど
の
子
ど
も
も
巻
き
込
ま
れ
る
「
暴

力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
と
は
異
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。
し
か
も
、「
ひ
ど
く
ぶ
つ
か
る
・

叩
く
・
蹴
る
」
と
い
う
行
為
は
、
人
目
に
付
き
や

す
い
で
す
し
、
そ
の
結
果
、
被
害
者
が
ケ
ガ
を
し

た
り
す
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
も
発
覚
し
や
す
い
わ

け
で
す
。
教
師
が
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
は
ず
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
目
に
見
え
に
く
い
」こ
と
の
多
い「
暴

力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
と
は
、
こ
の
点
で
も
異

な
り
ま
す
。

—
—

　

つ
ま
り
、「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
や
「
暴

力
」
を
行
う
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
は

把
握
し
や
す
い
、
把
握
で
き
て
い
る
は
ず
、
と
い

う
こ
と
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
今
回
の
報
告
書
の
図

10
や
図
11
（
12
頁
）
を
見
て
も
、「
ひ
ど
く
ぶ
つ

か
る
・
叩
く
・
蹴
る
」
の
「
週
に
１
回
以
上
」
の

加
害
者
の
再
発
・
継
続
回
数
は
、
最
大
が
３
年
間

６
回
中
の
４
回
と
か
、
６
年
間
12
回
中
の
７
回
と

な
っ
て
い
ま
す
。
６
回
と
も
全
部
と
か
、
12
回
全

部
に
わ
た
っ
て
と
い
う
子
ど
も
が
い
な
い
の
は
、

事
が
大
き
く
な
る
前
に
発
覚
し
て
い
た
り
、
目
を

付
け
ら
れ
て
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
や
「
暴
力
」

の
場
合
、把
握
で
き
な
か
っ
た
、発
見
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
把
握

し
て
い
な
が
ら
毅
然
と
し
た
対
応
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
、適
切
な
対
策
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、

と
い
う
点
に
問
題
が
あ
る
の
で
す
。
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学６年生時には 10.9％に減ります。また、平均はそれぞれ 22.3％と 12.6％になります。このように小学校段階の経験率が

高いことから、６年間ではかなりの広がりを見せます。とは言え、被害経験の継続の最高は 10回、加害経験の継続の最高

は 7回となっており、「暴力を伴う＝目に見えやすい＝大人が介入しやすい」という特徴を反映した結果になっているよう

に見えます。つまり、広がりはあってもトータルの回数は少なくなりやすい（広く浅く？）ということが考えられます。そ

のことをはっきり示すのが、図 12に示した頻度の多少を問わない被害経験と加害経験の回数の分布です。

　図 12は、「仲間はずれ・無視・陰口」の場合（10頁の図８）とは大きく異なる分布を示しています。「仲間はずれ・無視・

陰口」の場合、被害経験にしろ加害経験にしろ、経験者の占める割合が９割近くにまでなるばかりでなく、12回中１回か

ら 12回までの経験者があたかも均等割りのように分布していました。特別な児童生徒が存在するというよりも、誰もがい

つ被害や加害に巻き込まれてもおかしくない、特別な児童生徒だけの問題と考えることは困難な分布でした。

　ところが、図 12 からわかるとおり、「ひどくぶつ

かる・叩く・蹴る」の場合には、広がりこそあるも

のの、その多くは少ない回数の経験者になります。

つまり、被害経験にしろ加害経験にしろ、１回から

12回までの全経験者の半数は２回以下の経験者なの

です。反対に、12 回とか 11 回という何度も継続し

ているものの数は非常に限られており、12回から６

回までの経験者（図中の網掛け部分）を合わせてみ

ても、被害経験で 11％、加害経験では６％以下にし

かなりません。つまり、一部の者だけが何度も繰り

返し経験する一方で、多くは数回程度の経験にとど

まるという実態があるのです。

　ここまでの話をまとめると、次のように言えるで

しょう。「暴力を伴ういじめ」や「暴力」の場合には、

・被害経験者や加害経験者はそれなりの広がりを持

ちはするものの、「誰にでも」、あるいは「誰でも」

というわけではない。

・多くの場合、何回も継続する・繰り返すのではなく、

（大人の介入の効果もあってか）一過性のものと

して終わる可能性が高い。

・その一方で、限られた一部の者については、何回

も継続したり繰り返したりすることが確認されて

おり、（大人の介入があったとしても）やめさせ

にくい。

と、考えられます。

　要するに、「暴力を伴ういじめ」や「暴力」の場合、

行為が「目に見えやすい」ということもあり、教師

が認知できる場合が少なくないと考えられます。中

でも特に何度も繰り返されるものについては認知されやすく、教師の側も「気になる子」のいじめとして対応しようとして

きたと考えられます。

　しかし、そうした「暴力を伴ういじめ」や「暴力」に対応できていることをもって、「目に見えにくい」いじめ、たとえば「仲

間はずれ・無視・陰口」のようないじめに対しても十分に対応できているものと勘違いしてはなりません。両者は、同じよ

うに「いじめ」と呼ばれていたとしても、異質なものであり、どの子どもにも起こりうるいじめと、一部の「気になる子」

が中心になるいじめとは、異なる対応が求められるのです。

図 12　2007 年度小学４年生の６年間 12回中の
「ひどくぶつかる・叩く・蹴る」の経験回数（頻度を問わない）

（被害・加害）
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いじめについて、正しく知り、正しく考え、正しく行動する。
—

—

　

大
津
の
事
案
は
、
そ
の
代
表
例
と
い
う

こ
と
で
す
ね
？

　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
「
暴
力
」
と
捉

え
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
い
じ
め
」
と
捉
え
る
の

か
、
は
た
ま
た
「
ケ
ン
カ
」
と
捉
え
る
の
か
と
い

う
こ
と
は
、
発
見
時
の
判
断
と
し
て
は
必
要
の
な

い
こ
と
で
す
。
明
ら
か
な
暴
力
行
為
を
目
撃
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
止
め
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

—
—

　

し
か
し
、
教
師
も
被
害
に
遭
っ
た
り
し

ま
せ
ん
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
も
被
害
に
遭
う
可
能
性
は

あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
場
で
力
尽
く
で
止
め
ろ
と

だ
け
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
状
況

に
応
じ
て
、
他
の
教
職
員
の
助
け
を
呼
ぶ
な
り
す

れ
ば
よ
い
し
、
注
意
し
て
も
聞
か
な
い
、
だ
れ
か

れ
か
ま
わ
ず
暴
力
を
振
る
う
と
い
う
こ
と
な
ら
、

警
察
等
の
関
係
機
関
と
相
談
し
て
い
け
ば
よ
い
の

で
す
。

　

今
は
、
警
察
も
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
体

制
に
な
っ
て
い
ま
か
ら
、
相
談
す
る
こ
と
を
躊
ち
ゅ
う
ち
ょ躇

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

—
—

　

し
か
し
、
警
察
に
連
絡
す
る
と
い
う
の

は「
教
育
の
放
棄
」「
教
育
の
敗
北
」を
意
味
す
る
、

と
い
っ
た
考
え
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

警
察
に
相
談
し
な
く
と
も
、
き
ち
ん
と
学
校
だ

け
で
解
決
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
構
い
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
、
そ
ん
な
事
態
に
至
る
前
に
、
学
校
に
で

き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
。

　

し
か
し
、
現
に
暴
力
行
為
が
行
わ
れ
、
被
害
者

も
出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
教
職
員
に
は
止
め

ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
な
ら
、
警
察
に
相
談
す
る

こ
と
を
た
め
ら
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校

は
聖
域
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

—
—

　

で
は
、
被
害
を
受
け
て
い
た
児
童
生
徒

が
、「
い
じ
め
で
は
な
い
」「
暴
力
で
は
な
い
」
と

か
、「
遊
ん
で
い
た
だ
け
」「
ふ
ざ
け
て
い
た
だ
け
」、

あ
る
い
は
「
た
だ
の
ケ
ン
カ
」「
大
丈
夫
」
な
ど

と
答
え
た
場
合
に
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
は
、
よ
く
あ
る
話
で
す
ね
。
大
津
の
事
案

で
も
、
似
た
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
暴
力
的
な
児
童
生
徒
の
集
団
が
あ

り
、
そ
の
集
団
内
で
上
位
の
子
ど
も
が
下
位
の
子

ど
も
を
攻
撃
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
場
合
、
教
職

員
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
加
害
者
だ
け
で
な
く

被
害
者
も
被
害
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

—
—

　

加
害
グ
ル
ー
プ
内
部
で
も
い
じ
め
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
。
加
害
者
に
な
り
が
ち
な
グ
ル
ー
プ

の
内
部
で
も
「
パ
シ
リ
（
使
い
走
り
）」
を
や
ら

さ
れ
て
い
た
り
、
時
に
上
位
の
子
ど
も
の
機
嫌
が

悪
い
と
下
位
の
子
ど
も
に
八
つ
当
た
り
的
に
暴
力

を
ふ
る
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
内
の
い
じ
め
や
暴
力
に

つ
い
て
は
、
被
害
者
側
が
被
害
を
訴
え
て
こ
な
い

ば
か
り
か
、
教
職
員
か
ら
尋
ね
ら
れ
て
も
加
害
者

を
か
ば
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

—
—

　

な
ぜ
、
加
害
者
を
か
ば
う
の
で
し
ょ
う

か
？

　

グ
ル
ー
プ
を
抜
け
ら
れ
な
い
、
抜
け
た
く
な
い

と
考
え
れ
ば
、
必
然
的
に
加
害
者
を
か
ば
う
と
い

う
選
択
肢
し
か
残
り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
そ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
を
抜
け
よ
う

と
す
る
（
裏
切
る
）
と
も
っ
と
ひ
ど
い
目
に
遭
う

と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
か
り
や

す
い
話
で
す
ね
。グ
ル
ー
プ
を
抜
け
さ
せ
た
後
に
、

き
ち
ん
と
そ
の
子
ど
も
を
守
れ
る
よ
う
な
体
制
を

つ
く
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
、
正
直
に
は
話
し
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
抜
け
て
し
ま
う
と
他

に
は
友
だ
ち
が
い
な
い
、
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て

し
ま
う
、
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
人
に
な

る
く
ら
い
な
ら
、
暴
力
に
耐
え
て
で
も
グ
ル
ー
プ

内
に
と
ど
ま
り
た
い
と
い
う
場
合
で
す
。こ
れ
も
、

そ
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
級
な
り
学

年
の
人
間
関
係
を
準
備
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
正

直
に
は
話
し
ま
せ
ん
。

—
—

　

な
る
ほ
ど
。
部
活
動
の
中
で
不
適
切
な

上
下
関
係
が
で
き
、
練
習
と
称
し
て
い
じ
め
た
り

暴
力
を
振
る
っ
た
り
と
い
う
場
合
も
、
似
た
構
図

で
捉
え
ら
れ
ま
す
ね
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、「
暴
力
」

に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
速
や
か
に
止
め
に
入
り

ま
す
。
も
し
、
被
害
者
が
被
害
を
否
定
す
る
場
合

で
も
、
そ
の
話
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、

「
暴
力
は
暴
力
」
と
し
て
や
め
さ
せ
る
。
そ
の
う

え
で
、
被
害
者
が
守
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
を
作
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

—
—

　

も
し
、
本
当
に
「
プ
ロ
レ
ス
ご
っ
こ
」

を
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
な
場
合
に
は
？

　

遊
ん
で
い
る
つ
も
り
で
も
間
違
っ
て
ケ
ガ
を
す

る
こ
と
も
あ
る
か
ら
と
説
き
、
や
め
さ
せ
る
の
が

基
本
で
す
。
ま
た
、
比
較
的
危
険
性
が
な
い
と
思

わ
れ
る
場
合
で
も
、
相
手
が
嫌
が
っ
た
り
、
苦
痛

を
訴
え
た
り
し
た
ら
や
め
る
、
と
い
う
こ
と
を
周

知
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

『学校におけるいじめ問題への的確な対応について』（警察庁
が平成 25 年１月 24 日付で発出した文書）の抜粋
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「暴力を伴わない
いじめ」の特徴

—
—

　
「
暴
力
」
や
「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
に

つ
い
て
は
、「
と
に
か
く
や
め
さ
せ
る
」「
速
や
か

に
対
応
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
で
は
、「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ

め
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

気
づ
い
た
場
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
同
じ
対
応
で

す
。
た
だ
し
、「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
の

場
合
、
被
害
側
と
加
害
側
の
関
係
が
固
定
的
（
一

方
的
）
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、「
目
に
見
え
に
く

い
」
だ
け
に
全
体
像
を
把
握
で
き
て
い
な
い
可
能

性
も
高
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い
き
な
り
叱

り
と
ば
す
指
導
は
危
険
で
す
。

—
—

　

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
？

　

た
ま
た
ま
見
つ
け
た
の
が
、
最
初
に
被
害
を
受

け
て
い
た
児
童
生
徒
が
加
害
側
に
や
り
返
し
た

場
面
だ
っ
た
よ
う
な
場
合
、
つ
ま
り
最
初
の
被
害

に
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
、
や
り

返
し
た
加
害
側
を
一
方
的
に
指
導
し
た
の
で
は

話
が
こ
じ
れ
ま
す
。

—
—

　

な
る
ほ
ど
。
最
初
に
被
害
を
受
け
た
側

が
や
り
返
し
た
こ
と
だ
け
が
責
め
ら
れ
、
も
う
一

方
の
加
害
行
為
は
「
お
咎と
が

め
な
し
」
に
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

　
「
暴
力
」
の
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
前
後
関
係

や
事
情
は
ど
う
で
あ
れ
、
行
為
自
体
が
問
題
な
の

で
す
か
ら
、
話
は
簡
単
で
す
。
理
由
の
如
何
を
問

わ
ず
に
指
導
を
し
て
構
い
ま
せ
ん
。
仕
返
し
だ
か

ら
許
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら

で
す
。

　

し
か
し
、「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
に
つ

い
て
は
、
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
、個
々
の
行
為
自
体
は
「
さ
さ
い
な
こ
と
」

「
よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
」が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
個
々

の
行
為
自
体
の
問
題
性
と
い
う
よ
り
、
そ
う
し
た

行
為
に
よ
っ
て
被
害
側
が
実
際
に
精
神
的
に
傷
つ

い
た
こ
と
、
そ
う
な
る
こ
と
に
少
な
か
ら
ず
気
づ

き
つ
つ
そ
う
し
た
行
為
を
繰
り
返
し
た
、
あ
る
い

は
み
ん
な
で
行
っ
た
と
い
う
点
を
問
題
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
そ
う
な
っ
た
い
き
さ
つ
も
重
要
に

な
り
ま
す
し
、
指
導
も
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

—
—

　

個
々
の
行
為
自
体
の
問
題
性
を
問
う
だ

け
で
は
十
分
な
指
導
に
な
り
え
な
い
、「
暴
力
」

や
「
暴
力
を
伴
う
い
じ
め
」
よ
り
も
慎
重
な
指
導

が
必
要
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？ 

　
「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
の
場
合
、「
目
に

見
え
に
く
い
」
こ
と
が
多
い
わ
け
で
す
。
で
す
か

ら
、
教
職
員
が
一
〇
〇
％
気
づ
く
こ
と
な
ど
不
可

能
で
す
。
そ
の
こ
と
を
強
く
自
戒
し
な
が
ら
指
導

し
な
い
と
、
あ
た
か
も
教
職
員
が
一
方
に
の
み
荷

担
し
た
、
一
緒
に
な
っ
て
い
じ
め
た
か
の
よ
う
な

形
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
の
場
合
、

加
害
側
に
は
行
為
を
正
当
化
す
る
言
い
訳
が
あ
る

の
が
普
通
で
す
。「
い
じ
め
は
い
け
な
い
」
と
指

導
す
る
だ
け
で
は
、
単
純
に
説
得
で
き
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
し
、
教
師
が
そ
う
し
た
言
い
訳
に
簡

単
に
納
得
・
同
調
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

—
—

　

厄
介
で
す
ね
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
起
き
て
か
ら
の
対
応
で
は
な
く

起
き
な
い
よ
う
に
す
る
対
策
、
よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
こ
じ
れ
て
深
刻
な
い
じ
め
へ
と
発
展
し
な
い

よ
う
に
す
る
対
策
が
重
要
な
の
で
す
。

—
—

　

つ
ま
り
、「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」

に
つ
い
て
は
、「
早
期
発
見
」
で
は
な
く
「
未
然

防
止
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

　

そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
児
童
生
徒
の
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
も
見
過
ご
さ
な
い
よ
う
な
注
意
は
必

要
で
す
。「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
に
気
づ
く
、
敏
感
に
な
る
と
い
う
意

味
で
の
「
早
期
発
見
」
は
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
ど
こ
か
で
い
じ
め
は
起
き
て
い
な
い

か
、
い
じ
め
を
起
こ
し
そ
う
な
子
ど
も
を
見
張
ろ

う
と
い
う
対
応
、
い
じ
め
を
見
つ
け
出
そ
う
と
い

う
意
味
で
の
「
早
期
発
見
」
は
、「
暴
力
を
伴
わ

な
い
い
じ
め
」に
関
し
て
は
効
率
的
と
は
言
え
ず
、

効
果
も
さ
ほ
ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

—
—

　

な
ぜ
、
見
つ
け
出
そ
う
と
す
る
「
早
期

発
見
」
が
効
率
的
と
言
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
の
報
告
書
も
含
め
、
繰
り
返
し
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
は

ど
の
子
ど
も
に
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
し

か
も
大
半
の
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
も
の
だ
か

ら
で
す
。

　

半
年
間
で
４
〜
５
割
以
上
が
加
害
経
験
を
も
つ

ば
か
り
か
、
次
の
半
年
に
は
か
な
り
の
部
分
が
入

れ
替
わ
る
。
言
葉
通
り
、
誰
に
で
も
可
能
性
が
あ

る
わ
け
な
の
で
、
全
員
を
対
象
に
教
育
を
行
え
ば

よ
い
わ
け
で
す
。
労
力
も
時
間
も
お
金
も
な
い
中

で
、
わ
ざ
わ
ざ
「
よ
り
可
能
性
の
高
い
子
ど
も
」

を
見
つ
け
出
そ
う
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
あ
る
時
点
で
行
っ
た
調
査
等

で
た
ま
た
ま
発
見
し
た
児
童
生
徒
を
「
常
習
的
な

子
ど
も
」で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
以
外
の
子
ど
も
に
よ
る
新
た
な
い
じ
め
の
発

生
を
見
過
ご
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

—
—

　

む
し
ろ
、
予
断
を
持
つ
こ
と
の
ほ
う
が

危
険
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

　

そ
う
で
す
。「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
の

発
生
実
態
と
い
う
の
は
、
例
え
て
言
う
な
ら
、「
風

邪
」
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
か
ら
、
予
防
が
一

番
な
の
で
す
。

—
—

　

病
気
の
「
風
邪
」、
で
す
か
？ 

　

は
い
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
起
き
て
い
て
、
そ

の
多
く
は
数
日
も
す
れ
ば
自
然
に
解
消
し
、
本
人

も
そ
れ
と
気
づ
か
な
い
場
合
す
ら
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、「
た
か
が
風
邪
」
と
侮
っ
て
い
る
と
、
そ
れ

が
こ
じ
れ
て
肺
炎
に
な
り
、
時
に
は
死
に
至
る
こ

と
も
あ
り
得
る
。
そ
れ
が
、「
風
邪
」
で
す
。

　

い
じ
め
も
、
元
々
は
さ
さ
い
な
行
為
な
の
に
、

気
づ
か
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、
時
に
急
速
に
こ

じ
れ
、
取
り
返
し
の
付
か
な
い
事
態
に
ま
で
進
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
し
つ
こ
く
繰
り
返
さ

れ
た
り
、
み
ん
な
か
ら
集
中
的
に
さ
れ
た
り
す
る

と
、深
刻
な
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
ま
す
。

—
—

　

な
る
ほ
ど
、「
た
か
が
風
邪
」「
た
か
が

子
ど
も
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
」
と
は
言
え
、
軽
く
考

え
て
い
る
と
危
険
、
注
意
が
必
要
、
と
い
う
こ
と
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いじめについて、正しく知り、正しく考え、正しく行動する。

で
す
ね
？ 

　

そ
う
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
が
深
刻
な
も
の
へ
と

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
か
ど
う
か
を
発
生
時
点
の
行

為
か
ら
見
分
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
気
づ
か
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
わ

け
で
す
か
ら
。

　

問
題
が
大
き
く
な
っ
た
後
で
、「
あ
れ
が
予
兆

だ
っ
た
」と
気
づ
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

似
た
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
で
も
大
事
に
至
ら
な
い
場

合
も
多
い
の
で
す
。「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」

に
つ
い
て
は
、
発
生
時
点
で
そ
れ
と
気
づ
く
の
は

困
難
な
場
合
が
多
い
の
で
す
。

—
—

　

検
査
等
で
見
つ
け
出
そ
う
に
も
、
発
見

は
期
待
で
き
な
い
わ
け
で
す
ね
。

　
「
風
邪
」
の
場
合
、「
人
間
ド
ッ
ク
」
等
の
検
診

で
「
早
期
発
見
」
な
ど
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
多
く

は
短
期
間
で
回
復
し
ま
す
か
ら
、
偶
然
そ
の
時
に

発
症
し
て
い
る
の
で
も
な
い
限
り
、
年
に
一
回
く

ら
い
の
検
査
で
見
つ
か
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

検
査
が
終
わ
っ
た
後
で
感
染
す
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
…
。

　

で
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
「
早
期
発
見
」
な
ど
と

考
え
る
よ
り
、
児
童
生
徒
全
員
に
「
う
が
い
・
手

洗
い
」
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
感
染
し

て
も
発
症
し
な
い
で
済
む
よ
う
「
早
ね
・
早
お

き
・
朝
ご
は
ん
」
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
の
ほ
う
が

効
果
的
で
す
。
つ
ま
り
、予
防
（
＝
「
未
然
防
止
」）

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

—
—

　

な
る
ほ
ど
。「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」

も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
と
？

　

そ
う
で
す
。
起
き
た
と
し
て
も
そ
の
多
く
は
短

期
間
で
収
束
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、
調
査
や
検
査

の
後
で
起
き
た
場
合
に
も
発
見
で
き
ま
せ
ん
。
年

に
数
回
の
調
査
等
で
現
在
進
行
形
の
行
為
を
「
発

見
で
き
る
」
と
期
待
し
な
い
方
が
賢
明
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
い
じ
め
が

起
き
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
対
策
を
講
じ
て
い

く
う
え
で
必
要
で
す
か
ら
、
少
し
で
も
正
直
に
答

え
ら
れ
る
よ
う
に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
工
夫
す
る
こ

と
は
大
切
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
ア
ン
ケ
ー

ト
で
発
見
す
る
」
と
い
う
話
と
は
違
い
ま
す
。

　
「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
の
場
合
、
ま
ず

取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
「
未
然
防
止
」
で
す
。
子

ど
も
同
士
の
日
々
の
ト
ラ
ブ
ル
が
減
り
、
相
手
に

対
す
る
意
地
悪
な
気
持
ち
が
減
り
、
仮
に
そ
う
し

た
事
態
が
起
き
て
も
相
手
を
不
快
に
さ
せ
る
よ
う

な
態
度
や
言
動
を
抑
え
ら
れ
る
な
ら
、「
深
刻
な

い
じ
め
」
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
は
な
く
な

る
か
ら
で
す
。

—
—

　

つ
ま
り
、
全
員
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

さ
さ
い
な
事
柄
が
深
刻
な
事
態
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
な
い
よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
事
が
最
優
先
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
？ 

　

そ
の
通
り
で
す
。「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」

に
関
し
て
は
、
本
当
に
「
ど
の
子
ど
も
に
も
起
こ

り
う
る
」
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、
今
回
の
報
告

書
の
図
８
（
10
頁
）
か
ら
明
ら
か
で
す
。
６
年
間

12
回
の
調
査
時
点
の
中
で
被
害
経
験
に
し
ろ
加
害

関
わ
っ
て
く
る
の
が
、時
々
の
「
ス
ト
レ
ス
」（
そ

れ
を
も
た
ら
す
要
因
は
、
勉
強
、
友
人
関
係
、
教

師
、
家
庭
に
関
す
る
で
き
ご
と
）
で
あ
り
、
そ
の

関
係
を
強
め
る
の
が
「
競
争
意
識
」
で
あ
り
、
緩

和
す
る
の
が
友
人
や
教
師
、家
庭
か
ら
の
「
支
援
」

で
あ
る
こ
と
は
、『
い
じ
め
追
跡
調
査
二
〇
〇
七

〜
二
〇
〇
九
』
で
お
示
し
し
ま
し
た
。

—
—

　

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
ら

「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
は
減
る
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
？ 

　

ス
ト
レ
ス
を
ど
う
こ
う
す
る
と
い
う
よ
り
、
そ

の
よ
う
に
感
じ
さ
せ
な
い
こ
と
、
満
た
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
あ
た
り

が
重
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

経
験
的
に
も
理
解
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
他
人
か
ら
「
認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と

い
う
思
い
が
強
け
れ
ば
、
他
人
に
対
し
て
苛
立
つ

こ
と
も
、
他
人
を
攻
撃
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

—
—

　
「
思
い
や
り
の
心
を
育
む
」
と
か
も
言
わ

れ
ま
す
ね
？

　
「
相
手
に
優
し
く
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
か
「
相

手
を
思
い
や
ろ
う
」
と
か
い
っ
た
言
わ
れ
方
も
し

ま
す
が
、
少
し
違
う
気
が
し
ま
す
。
本
人
が
「
認

め
て
も
ら
っ
て
い
る
」と
い
う
実
感
が
な
い
ま
ま
、

他
人
に
だ
け
優
し
く
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
も
む

ず
か
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

反
対
に
、本
人
が「
み
ん
な
か
ら
認
め
て
も
ら
っ

て
い
る
」
と
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
他
人

に
も
優
し
く
な
れ
る
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
い
じ
め
の
場

合
に
は
、「
満
た
さ
れ
て
い
な
い
」と
い
う
思
い
が
、

相
手
に
対
す
る
意
地
悪
な
気
持
ち
を
生
み
出
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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Ｑ
いわゆる「いじめっ子」や「いじめられっ子」と呼ばれるような常習性の高い児童生徒、すなわち「週に１回以上」

のいじめ被害経験や加害経験が継続する児童生徒がほとんど存在しないことはわかりました。しかし、「週に１回以

上」という高頻度の経験に限定しなければ、やはり教師が気になる特定の児童生徒が主に関わっているのではありませんか？

Ａ
先生方が「気になる子」が中心になっていじめの被害や加害が生まれていると信じたい気持ちはわかります。しか

し、「仲間はずれ・無視・陰口」や「からかう・悪口」といった行為は、誰にでも簡単に実行できるものです。言

い方を変えれば、個々の行為自体は「ささいなこと」であり、「問題性は低い」のです。一般に「暴力」と称されるものは、

行為自体の「問題性が高い」ので、それを行う児童生徒も「問題性の高い子ども」に限られることがほとんどです。ところ

が、いじめ行為、それも暴力を伴わない場合には、そういった図式はあてはまりません。個々の行為自体は「ささいなこと」

であり、「問題性は低い」ために、誰もが被害者になりうるだけでなく、加害者として加わることも容易なのです。

　ところが、そうした、一見、「ささいな行為」でありながら、それをしつこく繰り返したり、誰もが加わりやすいことか

ら集団で集中的に行われたりした場合、被害者に大きな精神的苦痛（いらだち・困惑・不安感・屈辱感・孤立感・恐怖感等）

がもたらされることがあります。特別な児童生徒が激しい行為を行っているわけではなくとも、死に至らしめる深刻ないじ

めになり得るのです。それがいじめ行為の怖さであり、すべての児童生徒を対象にした取組を必要とする理由です。

　図８は、「週に 1回以上」の頻度に限定することなく、「月に２〜３回」や「今までに１〜２回」も含め、各調査時点ご

との被害経験や加害経験の有無を数えた場合の集計

結果です。すなわち、頻度の多少を問わず、経験が

あったかなかったか、あったと答えたら１回分とし

て数えた結果です。６年間で 12 回の調査時点があ

りますから、最大は 12回分となります。

　大きく偏ることのない分布状況からは、一部の特

定の児童生徒が何度も繰り返しているだけなのでは

ないかとか、大半の児童生徒は1〜 2回くらいの「魔

がさした」程度なのではないか等の推測は、まった

くの誤りであるとわかります。

　たとえば、12回中 6回以上にわたる経験者を「常

習的」と見なすと仮定した場合（図中の網掛け部分）、

被害経験では 4割強、加害経験でも 4割弱の児童生

徒が該当することになります。先生方が「気になる

子」は 35 人規模の学級で 4〜 5名いるかどうかく

らいと思われますので、みなさんの予想を大きく上

回る児童生徒が、被害者としても加害者としても関

わっていることがおわかりいただけると思います。

　こうしたいじめの発生状況を踏まえると、いつ、

誰が被害者や加害者になってもおかしくないという

事実を受け入れ、すべての児童生徒を対象に「未然

防止」に取り組むことが適切かつ効果的と言えます。

　従前のような、一部の特別な児童生徒に注意を払

う、一部の問題を抱えた児童生徒を早い段階で見つ

け出す（＝「早期発見」）等の取組では、効果は限

定的なものにとどまることが予想されます。
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■本当に、一部の特別な子どもの問題ではないのか？

図８　2007 年度小学４年生の６年間 12回中の
「仲間はずれ・無視・陰口」の経験回数（頻度を問わない）（被害・加害）
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■いじめのタイプ間には、どのような重なりがあるのか？

Ｑ
「暴力を伴ういじめ」と「暴力を伴わないいじめ」の発生実態には違いがあること、そのため対応の仕方や取り組み

方にも違いが必要ということはわかりました。しかし、両者はきちんと分けられるものなのでしょうか？

Ａ
いじめは「どの子どもにも起こりうる」わけですから、どの子どもも被害者や加害者として巻き込まれます。つま

り、教師が「気になる子」や、問題を抱えた特別な児童生徒も、当然のことながら、いじめに巻き込まれていくと

いうことです。ところが、それを見た教師は、彼らが「気になる子」や問題を抱えた特別な児童生徒だからいじめに巻き込

まれるのだと勘違いしてしまいます。実際には、それ以外の児童生徒も巻き込まれているのに、そのことには気づかずに、「気

になる子」や問題を抱えた特別な児童生徒にばかり目が向くためです。そして、一生懸命に彼らをケアしようとしたり、彼

らの問題に早い段階で気づこうと努力したり、そうした児童生徒を早期に発見したいと考えたりしていくことになります。

　しかも、厄介なことに、「暴力を振るう」児童生徒がいじめを行う場合には、「暴力を伴ういじめ」だけでなく「暴力を伴

わないいじめ」も行うということです（下の図 13 参照）。その結果、いじめと暴力を混同したり、一緒に論じようとした

りします。たとえば、いじめ対策と称して乱暴な児童生徒に対するケアを中心に据えた取組みを考えたりするのです。

　「暴力を伴ういじめ」については「目に見えやすい」ので、気づいた時点で速やかに対応する「早期対応」が何よりも求

められます。それがいじめのエスカレートを防ぎます。必要なら、警察等に相談しましょう。一方、「暴力を伴わないいじめ」、

つまり「目に見えにくい」ものに関しては、すべての児童生徒を対象とした「未然防止」が最も有効です。常習性が低く、

入れ替わりながら誰もが巻き込まれる実態を考えれば、「発見してから対応」という発想では後手に回りかねません。明日

起きるいじめの被害者が誰になり、加害者が誰になるのかは、まったくわからないと考えて取組を行うべきなのです。ちな

みに、「未然防止」の取組や警察等との連携に関しては、私どもが発行している『生徒指導リーフ』が参考になります。

図 13　いじめタイプの重なり（加害経験）
（2012 年度６月中学生）

※ 2012 年の中学生 2292 名の６月時点のデータから作成

※左上に示されているのは、主要ないじめ行為の加害経験者の

実数と経験率

※右上は、暴力を伴わない「仲間はずれ・無視・陰口」と「か

らかう・悪口」の重なりと、暴力を伴う「かるくぶつかる・

たたく・蹴る」と「ひどくぶつかる・たたく・蹴る」の重な

りと、おおまかな比率を示す

※右は、上記４つの重なりと、主な類型の比率を示す

※「ひどくぶつかる・たたく・蹴る」の加害経験者は、ほぼ全

員が「かるくぶつかる・たたく・蹴る」を行い、さらに大半

が「仲間はずれ・無視・陰口」や「からかう・悪口」も行う
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そ
も
そ
も
、
中
学
校
の
場
合
で
言
え
ば
、
半
年

間
で
３
割
弱
の
生
徒
が
「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ

め
」
の
加
害
経
験
を
、「
軽
く
ぶ
つ
か
る
・
叩
く
・

蹴
る
」
を
含
め
れ
ば
４
割
の
生
徒
が
加
害
経
験
を

持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。（
14
頁
図
13
を

参
照
）
ど
の
児
童
生
徒
も
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け

が
あ
れ
ば
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

—
—

　

し
か
し
、
ど
の
子
ど
も
も
被
害
に
遭
う

と
い
う
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
な
ぜ
ど
の
子
ど
も

も
「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
の
加
害
に
及
ぶ

の
で
し
ょ
う
か
？

　

児
童
生
徒
の
加
害
経
験
（「
仲
間
は
ず
れ
、
無

視
、
陰
口
」「
か
ら
か
う
・
悪
口
」「
軽
く
ぶ
つ
か

る
・
叩
く
・
蹴
る
」
を
合
わ
せ
た
も
の
）
と
強
く

経
験
に
し
ろ
、
全
く
持
た
な
か
っ
た
子
ど
も
は
１

割
ほ
ど
し
か
い
な
い
の
で
す
。
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「未然防止」の
進め方

—
—

　

ど
う
や
ら
、
い
じ
め
、
特
に
「
暴
力
を

伴
わ
な
い
い
じ
め
」の「
未
然
防
止
」と
い
う
の
は
、

そ
の
あ
た
り
の
理
解
、「
満
た
さ
れ
て
い
る
」「
認

め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
思
い
が
鍵
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
ね
？ 

　

そ
う
思
い
ま
す
。『
生
徒
指
導
支
援
資
料
３
』

に
収
録
し
た
『
校
区
で
は
ぐ
く
む
子
ど
も
の
力　

い
じ
め
・
不
登
校
を
減
ら
す
ヒ
ン
ト
』
で
紹
介
し

た
事
例
で
す
が
、
小
学
校
六
年
生
が
「
自
己
有
用

感
」（
他
人
の
役
に
立
っ
た
と
い
う
感
情
）
を
獲

得
で
き
る
よ
う
、
小
学
校
一
年
生
の
「
お
世
話
活

動
」
に
取
り
組
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
中
学
校
に
入
学

し
て
か
ら
の
い
じ
め
が
減
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。

　

単
な
る
「
自
尊
感
情
」
や
「
自
己
肯
定
感
」
と

い
っ
た
自
分
か
ら
自
分
へ
の
評
価
で
は
な
く
、
自

分
の
行
っ
た
こ
と
を
他
人
か
ら
認
め
て
も
ら
っ

た
、
自
分
が
相
手
に
し
た
働
き
か
け
を
相
手
か
ら

評
価
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
に
、
相
手
の
存
在
が
前

提
と
な
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
「
自
己
有
用
感
」
で

あ
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

—
—

　

さ
さ
い
な
ト
ラ
ブ
ル
が
深
刻
な
い
じ
め

へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
や
す
い
学
級
（
学
年
・
学

校
）
と
い
う
の
は
、「
認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
」

と
感
じ
て
い
な
い
児
童
生
徒
が
多
い
学
級（
学
年
・

学
校
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
ね
。
た
だ
し
、
こ

れ
を
単
な
る
学
級
へ
の
適
応
感
や
友
人
関
係
の
満

足
度
と
い
っ
た
表
面
的
な
話
と
し
て
捉
え
て
欲
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
あ
る
「
大
人
が
褒
め
て

育
て
る
」
と
い
う
話
と
も
、
微
妙
に
違
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

—
—

　

何
か
、
や
や
こ
し
そ
う
で
す
ね
。

　
「
教
師
が
す
べ
き
こ
と
、
教
師
に
で
き
る
こ
と
」

と
、「
子
ど
も
自
ら
が
獲
得
し
て
い
く
も
の
・
子

ど
も
自
ら
が
感
じ
と
っ
て
い
く
し
か
な
い
も
の
」

と
を
見
極
め
て
区
別
し
て
い
か
な
い
と
、
似
て
非

な
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、教
師
主
導
の
「
適
応
訓
練
」
や
「
ス

キ
ル
訓
練
」
に
陥
っ
た
り
、
教
師
主
導
の
「
単
な

る
や
ら
せ
」
で
終
わ
っ
た
り
も
す
る
わ
け
で
す
。

—
—

　
「
教
師
が
す
べ
き
こ
と
」
と
「
子
ど
も
自

ら
が
獲
得
し
て
い
く
も
の
」
と
い
う
の
は
、『
生

徒
指
導
リ
ー
フ
２
：「
絆
づ
く
り
」
と
「
居
場
所

づ
く
り
」』
に
関
連
す
る
話
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
で
す
。
い
じ
め
の
「
未
然
防
止
」、
あ
る

い
は
不
登
校
の
「
未
然
防
止
」
で
も
そ
う
な
の
で

す
が
、
私
ど
も
で
は
こ
の
「
絆
づ
く
り
」
と
「
居

場
所
づ
く
り
」
の
二
つ
を
区
別
し
つ
つ
、
そ
の
両

方
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

—
—

　
「
絆
づ
く
り
」
と
「
居
場
所
づ
く
り
」
に

つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
説
明
し
て
下
さ
い
。

　

ま
ず
、「
居
場
所
づ
く
り
」
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
文
字
通
り
、
学
級
や
学
年
、
学

校
を
児
童
生
徒
の
居
場
所
に
な
る
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
児
童
生
徒
が
安

心
・
安
全
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
「
場
」
と
し
て
、
学
級
や
学

年
、
学
校
を
つ
く
り
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

様
々
な
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
と
い
う
安
全

は
も
と
よ
り
、
そ
こ
に
い
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ

た
り
，
落
ち
着
か
な
い
感
じ
を
持
っ
た
り
し
な
い

と
い
う
安
心
感
も
重
要
で
す
。

—
—

　

具
体
的
に
言
う
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ

う
か
？ 

　

た
と
え
ば
、「
居
心
地
が
悪
い
」
と
感
じ
て
い

る
児
童
生
徒
が
い
な
い
か
を
考
え
て
み
て
下
さ

い
。
授
業
中
に
机
に
突
っ
伏
し
て
寝
て
い
る
子
ど

も
が
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
？　

あ
る
い
は
、
当
て

ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
内
心
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い

る
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
か
？　

答
が
間
違
っ
て
い

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
手
を
挙
げ
ら
れ
ず
に
い
る
子

ど
も
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
う
し
た
子
ど
も
の
場
合
、
ま
ず
は
基
礎
的
な

学
力
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
わ
け
で

す
。
こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、「
わ
か
る
授
業
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、
説
明
の

仕
方
を
工
夫
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
、「
今
、
何
を
す

べ
き
な
の
か
」「
何
を
考
え
る
よ
う
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
」
を
は
っ
き
り
指
示
し
な
い
ま
ま
進
め

ら
れ
て
い
く
授
業
も
問
題
で
す
。

—
—

　
「
居
場
所
づ
く
り
」
は
、
ま
ず
は
授
業
改

善
、
授
業
の
見
直
し
か
ら
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
？ 

　

そ
こ
か
ら
始
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
ね
。
ま
た
、

間
違
っ
た
答
を
言
っ
て
も
笑
わ
れ
た
り
叱
ら
れ
た

り
し
な
い
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

　

そ
れ
と
、「
わ
か
る
授
業
」
と
は
対
極
の
話
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
小
学

校
の
低
学
年
の
う
ち
か
ら
、
授
業
中
は
正
し
い
姿

勢
を
保
つ
こ
と
に
慣
れ
さ
せ
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
す
。
そ
う
で
な
い
と
、「
わ
か
る
授
業
」
を
行
っ

て
い
て
も
集
中
力
が
途
切
れ
て
「
わ
か
ら
な
く
な

る
」
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。
姿
勢
が
崩
れ
て
い
て

も
注
意
し
な
い
ま
ま
授
業
が
進
む
と
い
う
こ
と
で

は
困
る
の
で
す
。
忘
れ
物
を
さ
せ
な
い
指
導
な
ど

も
、
同
じ
こ
と
で
す
ね
。

—
—

　

子
ど
も
に
媚こ
び

を
売
っ
て
「
居
心
地
よ
く

し
て
あ
げ
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
子
ど

も
が
困
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
考
え
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
今
だ
け

で
な
く
、
例
え
ば
中
学
生
や
高
校
生
に
な
っ
て
も

困
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
視
点
が
大
切
で
す
。

—
—

　

授
業
場
面
以
外
で
も
同
じ
よ
う
に
考
え

て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

基
本
的
に
は
、
同
じ
事
だ
と
考
え
て
下
さ
い
。

—
—

　

で
は
、「
絆
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？ 

　

教
師
が
き
ち
ん
と
「
居
場
所
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
る
と
い
う
の
が
、
ま
ず
大
き
な
前
提
に
な
り

ま
す
。
そ
の
上
で
、
子
ど
も
自
ら
が
主
体
的
に
取

り
組
む
活
動
の
中
で
、
互
い
の
こ
と
を
認
め
合
っ

た
り
、
心
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
り
で
き
る
と
い

う
の
が
「
絆
づ
く
り
」
に
な
り
ま
す
。
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いじめについて、正しく知り、正しく考え、正しく行動する。
—

—

　
「
絆
づ
く
り
」
を
行
う
の
は
、
あ
く
ま
で

も
子
ど
も
（
同
士
）
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

　

そ
の
通
り
で
す
。
子
ど
も
同
士
が
一
緒
に
活
動

す
る
こ
と
を
通
し
て
自
ら
感
じ
と
っ
て
い
く
も
の

が
「
絆
」
で
あ
り
「
自
己
有
用
感
」
で
す
か
ら
、

教
師
が
直
接
に
「
絆
づ
く
り
」
に
関
与
す
る
こ
と
、

直
接
に
「
自
己
有
用
感
」
を
与
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
そ
の
た
め
の
「
場
づ
く
り
」
は
で
き
ま

す
し
、す
べ
き
で
す
。特
に
、全
員
の
子
ど
も
の「
絆

づ
く
り
」
を
促
す
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の
教
師

の
働
き
か
け
が
不
可
欠
で
す
。

—
—

　

も
う
少
し
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す

か
？ 

　

子
ど
も
の
主
体
的
な
活
動
な
の
だ
か
ら
、「
子

ど
も
任
せ
で
よ
い
」
と
い
う
の
は
単
な
る
「
放
任
」

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
今
の
子
ど
も

の
社
会
性
は
未
熟
だ
っ
た
り
未
発
達
だ
っ
た
り
し

ま
す
の
で
、「
放
任
」
の
姿
勢
で
は
一
部
の
児
童

生
徒
の
み
が
主
体
的
に
取
り
組
む
だ
け
の
活
動
に

な
り
が
ち
で
す
。

　

全
員
の
児
童
生
徒
に
「
絆
づ
く
り
」
の
場
や
機

会
を
与
え
て
い
く
よ
う
に
す
る
の
は
、
大
人
の
仕

事
で
す
。
一
言
で
言
う
な
ら
、
す
べ
て
の
児
童
生

徒
が
活
躍
で
き
る
場
面
を
準
備
す
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

—
—

　

た
と
え
ば
、
ど
ん
な
ふ
う
に
で
し
ょ
う

か
？ 

　

一
部
の
児
童
生
徒
の
発
言
だ
け
で
進
行
す
る
授

業
が
あ
り
ま
す
。
残
り
の
児
童
生
徒
は
参
加
し
て

い
て
も
い
な
く
て
も
進
行
し
て
い
く
よ
う
な
授
業

の
こ
と
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
う
場
面
を
短
時
間
で
も
設
定
す
る
こ

と
で
、
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
の
活

動
も
、
必
然
性
の
あ
る
形
で
行
わ
な
い
と
単
な
る

雑
談
や
無
駄
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
ん
な

活
動
を
す
る
の
か
は
、
明
確
に
指
示
し
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

—
—

　

活
躍
す
る
の
は
子
ど
も
だ
け
れ
ど
も
、

彼
ら
が
十
分
に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
お
膳
立
て
を

し
て
お
く
、
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
。ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
の
組
み
合
わ
せ
、

取
り
組
む
課
題
の
レ
ベ
ル
、話
し
合
わ
せ
る
時
間
、

話
し
合
っ
た
結
果
を
発
表
さ
せ
る
時
間
や
仕
方
、

な
ど
、
教
師
が
事
前
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
形
だ
け
グ

ル
ー
プ
に
す
る
の
で
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

—
—

　

あ
ま
り
準
備
し
す
ぎ
る
の
も
、
少
し
抵

抗
が
あ
り
ま
す
。
主
体
的
な
活
動
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
…
。

　

発
達
段
階
に
応
じ
て
加
減
を
す
る
の
は
当
然
で

す
。
し
か
し
、
今
の
児
童
生
徒
は
、
社
会
性
と
い

う
点
で
は
昔
よ
り
も
幼
い
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
な

い
で
下
さ
い
。
二
〇
年
前
の
子
ど
も
に
で
き
た
か

ら
と
い
っ
て
、
今
の
子
ど
も
に
同
じ
こ
と
を
最
初

か
ら
期
待
す
る
の
は
無
茶
で
す
。
ゆ
っ
く
り
離
陸

さ
せ
て
手
を
離
す
よ
う
な
気
持
ち
で
な
い
と
、
失

敗
に
終
わ
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
あ
く
ま
で
も
全
員
の
児
童
生
徒
、
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
一

部
の
児
童
生
徒
だ
け
が
先
頭
を
突
っ
走
っ
て
い

て
、
残
り
は
取
り
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か

な
い
教
師
も
多
い
の
で
す
。

—
—

　
「
絆
づ
く
り
」
の
場
合
も
、
授
業
場
面
か

ら
行
事
の
場
面
ま
で
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
取

り
組
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。「
授
業
づ
く
り
」
と
「
集
団

づ
く
り
」
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
い
た
ず
ら
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と

も
、
そ
れ
が
い
じ
め
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す

る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

—
—

　
「
風
邪
」
を
予
防
す
る
た
め
に
、
児

童
生
徒
全
員
に
「
う
が
い
・
手
洗
い
」
を
徹

底
さ
せ
た
り
、「
早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
促
す
の
と
同
じ
で
す
ね
。

　

い
じ
め
に
向
か
わ
せ
な
い
た
め
に
必
要
な

も
の
を
似
た
よ
う
な
形
で
ま
と
め
る
と
、

　

・
規
律
（
き
り
つ
）

　

・
学
力
（
が
く
り
ょ
く
）

　

・
自
己
有
用
感
（
ゆ
う
よ
う
か
ん
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
授
業
に
参
加
し
、
基
礎
的
な
学

力
を
身
に
つ
け
、
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実

感
を
持
っ
た
子
ど
も
な
ら
、
い
た
ず
ら
に
い
じ

め
の
加
害
に
向
か
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

—
—

　

ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ
ホ
と
い
っ
た
機
器
を

用
い
た
い
じ
め
に
つ
い
て
も
、
そ
う
い
っ
た
『
未

然
防
止
』
が
有
効
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
思
い
ま
す
。
海
外
のbullying

研
究
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
の
行
為
を
特
別
視
し

よ
う
と
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す
。
一
般
の「
暴
力
」

と
は
ほ
ど
遠
い
行
為
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
日
本
の
い
じ
め
概
念
で
は
、
机
へ

の
落
書
き
、
授
業
中
に
メ
モ
を
回
す
、
と
い
っ

た
行
為
の
延
長
線
上
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ

ま
す
。
単
に
、
手
段
が
巧
妙
か
つ
強
力
に
な
っ

た
だ
け
で
、「
暴
力
を
伴
わ
な
い
い
じ
め
」
の
一

種
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
一
度
、
流
出
し
た
ら
取
り
返
し
が

つ
き
に
く
い
だ
け
に
、
な
お
一
層
、「
未
然
防
止
」

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
起
き
な
い
こ
と
、
起
こ
さ

な
い
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

—
—

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○身体的な健康を中心にした、主に家庭で取り組む
べき課題は	 

　「早ね・早おき・朝ごはん」	 
	 

○いじめに向かわせない、主に学校で取り組むべき
課題は	 

	 

　・規律（きりつ）	 
　・学力（がくりょく）	 
　・自己有用感（ゆうようかん）	 
	 

★きちんと授業に参加し、	 
　　基礎的な学力を身につけ、	 
　　　認められているという実感を持った子ども	 

いじめに向かわない健全な児童生徒	 
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